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第二章 奈良市の成立

明
治
初
年
、
寺
院
は
神
仏
分
離
令
と
こ
れ
か
ら
派
生
し
た
廃
仏
毀
釈
の
嵐

に
よ

っ
て
大
打
撃
を
受
け
、
さ
ら
に
寺

立

ち
直
る
寺
院

社
領
の
上
知
令
に
よ
っ
て
追
い
う
ち
を
か
け
ら
れ
た
。
奈
良
の
中
心
で
あ

っ
た
興
福
寺

の
荒
廃

が
そ
の
こ
と
を
象

徴
し
て
い
る
が
、
こ
の
奈
良
の
文
化
を
荷
な
う
寺
社
の
悲
運
は
同
時
に
奈
良

に
と

っ
て
大
き
な
痛
手

で
あ

っ
た
。
し
か
し
や
が
て
こ
れ

ら
寺
社
に
も
立
ち
直
る
気
運
を
迎
え
る
時
が
来
た
。

そ
の
契
機
と
な

っ
た

一
つ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
明
治
六
年

(
一八七
三)
に
東
大
寺
真
言
院

で
開
か
れ
た
古
器
物
の
展
覧
会

で
あ

っ
た
。

諸
寺
の
所
蔵
品
を
展
示
す
る
こ
の
展
覧
会
に
は
、
衰
微
し
て
い
た
奈
良
と
諸
寺
社

の
活
気
を
と
り
も
ど
そ
う
と
す
る
意
図
も
ふ
く
ま
れ

て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
は
人
気
を
集
め
て
成
功
を
お
さ
め
た
の
で
、
翌
七
年

に
は
奈
良
博
覧
会
社
が
設
立
さ
れ
、
八
年
に
大
仏
殿
と
回

廊
を
会
場
と
し
て
奈
良
大
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、

こ
の
と
き
正
倉
院

の
宝
物
も
出
陳
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
か
ら
さ
ら

に
常
設
の
博
覧
小
会
を
も

つ
こ
と
に
な
り
、
大
仏
殿
の
回
廊
を
常
設
会
場
と
し
、
十
年
を
除
い
て
明
治
二
十
年
ま
で
営
業
が
続
け
ら
れ
、

二
十

一
年
の
第

=
二
次
大
会

に
は
参
観
者
は
七
万
五
〇
〇
〇
余
人
に
上

っ
た
と
い
わ
れ
る

(第
一章
第

三
節
2
)
。
ま
た
二
十
五
年

に
は
大
仏
殿

を
会
場
と
し
て
第
四
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
も
開
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
展
覧
会
は
奈
良
に
遊
覧
客
を
迎
え
る
の
に
大
き
な
役
割

り
を
果
た
し
た
が
、
同
時

に
寺
社

の
も

つ
文
物

へ
の
関
心
を
高
め
た
こ
と
に
な
り
、
奈
良
の
人
々
に
奈
良
が
古
器
物
と
い
わ
れ
た
す
ぐ

れ
た
文
物
を
も

つ
寺
社

の
都

で
あ

っ
た
と
い
う
自
覚
を
お
こ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
ま
た
、
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
の
万
国
博
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覧
会
や
同
九
年
の
ア
メ
リ
カ
で
の
万
国
博
覧
会
に
出
陳
し
た
日
本

の
文
物
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
や
、
西
洋
各
国
に
古
器
旧
物
を
集
め
た

集
古
館
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
奈
良
の
寺
院
を
元
気
づ
け
た
こ
と
は
、
国
の
宗
教
諸
政
策
で
あ

っ
た
。
明
治
八
年

に
出
さ
れ
た
信
教

の
自
由
を
認
め
る
と
い

う
通
達
は
、
切
支
丹
禁
令
を
撤
去
さ
せ
よ
う
と
す
る
外
圧
に
よ

っ
て
と
ら
れ
た
政
策

で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

が
認
め
ら
れ
た
だ

け
で
な
く
、
神
道
国
教
主
義
が
否
定
さ
れ
た
点
で
仏
教
寺
院
に
平
静
を
と
り
戻
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と

つ
国

の
政
策

で
あ
げ
る

べ
き
は
、
寺
院
廃
合
方
針
の
緩
和
で
あ
る
。
寺
院
の
廃
合
は
三

・
四
年

(
天
七〇
・
七
一)
の
こ
ろ
に
は
法
類
檀
家
や
本
山

の
意
向
を
無
視

し
て
行
わ
れ
、
五
年
に
は
そ
の
廃
合
は
地
方
官
の
処
分
に
委
さ
れ
て
い
た
が
、
八
年
に
太
政
官
か
ら
通
達
が
あ

っ
て
、
寺
院

の
廃
合

に

つ
い
て
は
、
無
檀
無
住
の
場
合
は
官
庁
で
取
り
調
べ
、
そ
の
他
は
寺
檀
出
願
の
う
え
、
教
部
省

へ
伺
い
を
出
し
て
処
分
す
る
よ
う
に
さ

せ
た
。
こ
れ
ま
で
廃
寺
の
伺
い
が
出
れ
ば
総
括
的
に
許
可
さ
れ
た
も
の
が
、
本
寺
法
類
檀
家
の
添
書
が
必
要
と
な

っ
た
わ
け
で
、

こ
れ

も
寺
院
復
興
に
役
立

っ
た
。

し
か
し
さ
ら
に
寺
院
に
力
を
与
え
た
も
の
は
、
古
器
旧
物
の
保
存
に
対
す
る
政
府
の
方
針
で
あ

っ
た
。
明
治
四
年

五
月

の
太
政
官
布

告

に
古
器
旧
物
保
存
方
が
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
古
器
旧
物
は
時
勢
の
変
遷
等
を
知
る
う
え
で
大
事
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
古

い
物
を

嫌

う
風
潮
で
こ
れ
を
こ
わ
す
の
は
惜
し
む
べ
き
で
あ
り
、
各
地
方
で
保
存
す
べ
き
古
器
旧
物
を
調
べ
よ
と
い
う
も
の
で
、

こ
の
段
階
で

は
品
目
や
所
有
者
の
リ
ス
ト
の
提
出
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
と
き
、
文
部
省
出
仕
の
蜷
川
式
胤
ら
が
寺
院
の
古
器
物

の

調
査
の
た
め
に
来
寧
し
て
い
る
。
こ
の
布
告
が
出
た
こ
と
は
、
改
め
て
古
い
彫
刻

・
絵
画

・
工
芸

・
建
築
等
の
価
値
が
認
識
さ
れ
た
こ

と

で
あ

っ
て
、
こ
の
気
運
こ
そ
わ
が
国
文
化
財
行
政
の
先
駆
で
あ

っ
た
。
し
か
も
そ
れ
ら
古
器
旧
物
の
優
れ
た
も
の
は
多
く
寺
院
に
あ

っ

た
か
ら
、

こ
の
保
存
政
策
の
最
初
の
具
体
化
が
十
三
年

(1::0)
S
古
社
寺
保
存
金
の
給
付
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
古

い
由
緒
を
も

つ
寺
社
は
大
い
に
力
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
給
付
は
二
十
七
年

(
天
九四)
度
ま
で
つ
づ
け
ら

れ
た
。
交
付
さ
れ
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る
額
は

一
寺
社
あ
た
り
二
〇
〇
〇
円
か
ら
五
〇
円
ぐ
ら

い

で
、
金
禄
公
債

で
交
付
さ
れ
、
総
額
で

一
万
六
〇
〇

〇
円
に
な
る
と
い
う
。
現
奈
良
市
域
の
社
寺
の
分
は
表

38

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
政
府
か
ら
の
補
助
に
よ
る
ほ
か
、
各
寺
院
は
そ

れ
ぞ
れ
復
興

へ
の
努
力
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
東
大

寺

で
は
十
六
年

(天
八三)
大
仏
殿
修
理

の
た
あ
、
大
仏

会
が
組
織
さ
れ
、
興
福
寺
に
は
藤
原
氏
系

の
人
た
ち
に

表38古 社寺保存資金下付一覧

(奈良市の分)

年 度 下付寺社 保存資金

明治15 興 福 寺
円500

16 弘 仁 寺
興 福 院

100

ioo

17 春 日大 社
薬 師 寺
霊 山 寺
唐 招 提 寺

800

600

200

1,500

21 正 暦 寺
新 薬 師 寺
西 大 寺
漢 国 神 社
安 養 寺
十 輪 院
法 華 寺
金 躰 寺

ioo

200

300

ioo

50

ioo

150

100

23 手向山神社
円 照 寺

200

100

奈良県教育委員会 『文化財保護100年のあゆみ』より。

 

よ

っ
て
興
福
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
十
八
年
に
は
門
跡
の
称
号
が
復
活
さ
れ
て
法
華
寺

・
円
照
寺

.
中
宮
寺
が
三
尼
門
跡
と

し

て
整

っ
た
。
ま
た
仏
教
諸
宗
派
が
改
め
て
確
立
し
た
の
も
十
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
で
、
東
大
寺
が
華
厳
宗
と
し
て
独
立
し
た
の

が
十
九
年
で
、
二
十
三
年

に
は
法
相
宗

の
興
福
寺

・
薬
師
寺

・
法
隆
寺
が
、
二
十
八
年
に
は
真
言
律
宗
の
西
大
寺
が
、
三
十
三
年
に
は

律
宗
の
唐
招
提
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
本
山
と
称
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
南
都
仏
教
の
正
統
が
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
諸

寺
院
の
復
興
の
か
げ
に
は
西
大
寺
の
佐
伯
泓
澄
、
唐
招
提
寺

の
北
川
智
海
、
法
隆
寺
の
佐
伯
定
胤
ら
の
努
力
が
あ

っ
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
明
治
中
期

の
諸
寺
院

の
復
興

へ
の
気
運
に
は
、
そ
の
背
景
に
明
治
二
十

年

(
一八八七)
前
後

文
化
財
の
指
定

の
復
古
主
義
の
傾
向
と
、
明
治
体
制

の
確
立
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
代
の
動
き
は
西

欧
流
の
三
権
分
立
論
や
議
会
政
治
な
ど
立
憲
主
義
が
大
き
な
流
れ
で
あ

っ
た
が
、
同
時
に
文
明
開
化
や
自
由
民
権
論

や
欧
化
主
義
に
対

す
る
反
動
と
し
て
、
明
治
初
年
に
力
が
あ

っ
た
復
古
神
道
や
水
戸
学
が
再
び
大
き
く
働
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
明
ら
か
に
復
古
的
な
国

粋
主
義
の
気
運
が
高
ま

っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
日
本
の
伝
統
文
化
が
再
認
識
さ
れ
、
各
寺
社

の
伝
え
て
き
た
古
い
文
物
の
価
値
が
見
出
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さ
れ
た
の
で
あ
り
、
歴
史
の
古
い
寺
社
の
あ
る
奈
良
が
そ
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
価
値
発
見

の
功
労

者

は
、
ア
メ
リ
カ
人

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
そ
の
弟
子
岡
倉
覚
三

(天
心
)
で
あ

っ
た
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
十

一
年

(
天
七八)
に
日
本
に
来
て
東
京
大
学
で
観
念
哲
学
を
講
じ
て
い
た
が
、
か
た
わ
ら
日
本
美
術

に
深

い
理
解
を

示
し
、
奈
良
に
も
来
て
い
た
。
や
が
て
二
十

一
年
五
月
初
旬
か
ら
宮
内
省
と
文
部
省

の
委
嘱

に
よ

っ
て
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
九
鬼
隆

一
を

団
長
と
す
る
調
査
団
に
加
わ

っ
て
来
寧
し
、
古
寺
社

の
美
術
品
等
を
調
査
し
た
。

こ
の
機
会
に

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
六
月
六
日
浄
教
寺
で

「奈
良

ノ
諸
君

二
告
グ
」
と
い
う
講
演
を
行

っ
て
い
る

(『日
出
新
聞
』
等
に
掲
載
、
「フ

ェ
ノ
ロ
サ
美
術
論
集
』
所
収

)。

こ
の
中

で
か
れ
は
、
ま
ず
奈
良
が
美
術
と
宗
教
の
点

で

ロ
ー
マ
に
似
て
い
る
と
し
、
「奈
良

二
住
居

ス
ル
諸
君

ハ
徒
ラ
ニ
奈
良
ヲ
シ
テ
学
者
社
会
ノ
古
史
調
査
場
ト
ナ
ス

コ
ト

ヲ
甘

ン
ズ
可

ラ
ズ
、
宜
シ
ク
更

二
進
ン
デ
美
術
復
古

ノ
方
針
ト
為
リ
将
来
進
歩

ノ
基
本
ト
ナ
リ
テ
以
テ
今
日
ヲ
支
配
シ
利
益

ヲ
世
上

二
及
ボ
サ
ぐ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
い
、
「奈
良
ノ
諸
君

ハ
僧
ト
俗
ト
ヲ
問

ハ
ズ
仏
法
ノ
純
清
高
尚
ナ
ル
所

ニ
ヨ
リ
テ
更

二
宗
教

ヲ
興
起

セ
ン
コ
ト
ヲ
」

と
述
べ
、
「余

ハ
特

二
奈
良
ノ
諸
君

二
望
ム
、
諸
君
ガ
奮
発
率
先
シ
テ
日
本
美
術
復
古
ノ
唱
道
者
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」

と
呼
び
か
け
て

い
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
古
物
保
存

の
方
法
は
至
難
の
業
で
は
あ
ろ
う
が
、
「
然
レ
ド
モ
今
日
此
奈
良

二
存
在

セ
ル
所

ノ
古
物

ハ
独

リ

奈
良

一
地
方

ノ
宝

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
実

二
日
本
全
国

ノ
宝
ナ
リ
、
否
ナ
日
本
全
国
ノ
宝
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
世
界

二
於
テ
復

タ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル

ノ
至
宝
ナ
リ
、
故

二
余

ハ
信
ズ
、
此
古
物

ヲ
保
存
護
持

ス
ル
ノ
大
任

ハ
即
チ
奈
良
諸
君
ノ
宜
シ
ク
尽
ス
ベ
キ
ノ
義
務

ニ
シ
テ
、
又
奈
良

諸
君

ノ
大
ナ
ル
栄
誉
ナ
リ
ト
」
と
結
ん
で
い
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
こ
の
間
に
法
隆
寺
夢
殿
の
救
世
観
音
像
や
聖
林
寺

の
十

一
面
観
音
像
、

薬
師
寺
の
吉
祥
天
画
像
等
を
見
出
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
二
十
三
年

(
天
九〇)
に
日
本
を
去

っ
た
。
こ
の
フ

ェ
ノ

ロ
サ
と
岡
倉

天
心
の
見
識
と
熱
意
に
よ
っ
て
日
本
美
術
が
見
直
さ
れ
、
二
十

一
年
に
は
宮
内
省
内
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
が
お
か
れ
、
調
査
の
結

果
優
秀
な
も
の
に
は
鑑
査
状
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
よ
い
よ
奈
良
の
寺
院
は
古
美
術
の
宝
庫
と
し
て
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
に
な

っ

た
の
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
古
器
旧
物
は
美
術
品
や
宝
物
と
な
り
、

こ
れ
を
展
示
し
保
存
し
研
究
す
る
た
め
の
諸
政
策
が
出
始
め
た
。
す
な
わ
ち
二
十

二
年

に
帝
国
博
物
館

の
開
設
が
き
め
ら
れ
、
東
京
と
京
都
と
奈
良
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
帝
国
奈
良
博
物
館

は
仏
教
美
術
を
主

な
内
容
と
す
る
の
も
の
で
、
二
十
八
年
四
月

に
開
館

に
な

っ
た

(三
十
三
年
帝
室
奈

良
博
物
館
と
改
称
)
。

さ
て
奈
良
県
で
は
、
二
十
九
年

に
古
沢
知
事
が
古
社
寺

の
火
災
と
盗
難
防
止
を
訓
令
し
て
お
り
、

つ
い
で
こ
の
年

に
古
社
寺
保
存
委

員
会
を
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
三
十
年

に
は
政
府
も

「古
社
寺
保
存
法
」
を
制
定
し
た
。
こ
こ
に
い
よ
い
よ
政
府
も
文
化
財
の
保
護
行

政

に
の
り
出
し
た
わ
け
で
、

こ
の
法

に
よ

っ
て
国
宝
と
特
別
保
護
建
造
物
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
法
に
よ
っ
て

こ
の
年
十
二
月
に
告
示
さ
れ
た
国
宝
は
、
東
大
寺

で
盧
舎
那
仏
坐
像
な
ど

一
〇
点
、
興
福
寺
で
弥
勒
菩
薩
坐
像
な
ど

=

点
、
薬
師
寺

で
薬
師
如
来
坐
像
な
ど
七
点
、
県
下

で
は
合
計
六
〇
点

で
あ
り
、
特
別
保
護
建
造
物
と
し
て
は
、
奈
良
市
内
の
も
の
と
し
て
興
福
寺
北

円
堂

・
新
薬
師
寺
本
堂

・
東
大
寺
南
大
門

・
唐
招
提
寺
金
堂

・
薬
師
寺
東
塔

な
ど
、
県
下
で

一
九
棟
が
指
定
さ
れ
て
い
る

(翌
年
十
二
月
東
大
寺
の
大

仏
殿
中
門
も
指
定
と
な
る
)
。
指
定

は
そ
の
後
も
追
加
し
て
逐
次
行
わ
れ
た
が
、
大
正
三
年

(
一九
一四
)
に
な

っ
て

こ
の
文
化
財
行
政
は
内
務
省
社
寺
局
か
ら
文
部
省

に
移
管
さ
れ
た
。

奈
良
県
で
は
大
正
元
年
か
ら
県
内

の
史
跡
勝
地
保
存

の
た
め
に
県
費
補
助

金
を
出
し
、
そ
の
翌
年

に
は
史
跡
勝
地
調
査
会
を
設
置
し
た
が
、
国
と
し
て

は
同
八
年
に

「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
」
が
制
定
公
布
さ
れ
た
。

こ

の
法
に
よ
っ
て
終
戦
ま
で
に
指
定
さ
れ
た

「史
跡
」
は
表
39
の
と
お
り
で
あ
る
。

名
勝
で
は
奈
良
公
園
が
大
正
十

一
年

に
、
天
然
記
念
物
と
し
て
は
知
足
院

の
八
重
桜
と
春
日
大
社
境
内

の
ナ
ギ
樹
林
が
同
十
二
年

に
、
春
日
山
原
始
林

表39史 跡の指定(昭 和20年まで)

指定史跡(奈 良市所在)年次

大安寺塔跡

北山十八間戸

平城宮跡

頭塔

春日山石窟仏

地獄谷石窟仏

元興寺塔跡

東大寺旧境内

東大寺東南院明治天皇行在所(23年解除)

奈良公会堂明治天皇大本営(同 上)

東大寺東南院旧境内

鶯塚古墳

大 正10

10

11

11

13

13

昭和7

7

8

8

9

11
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が
同
十
三
年
に
、
ル
ー
ミ
ス
シ
ジ
ミ
生
息
地
が
昭
和
七
年

(一九三
)
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

価
値
あ
る
文
化
財
と
し
て
指
定
が
す
す
め
ら
れ
る
と
同
時

に
、
そ
れ
ら
文
化
財

の
修
復
も
明
治

三
十
年

(
天
九七
)

文
化
財
の
修
理

ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

こ
の
場
合
修
理
費
も
政
府
か
ら
補
助
さ
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
奈
良
県

の
寺
社
の
建
造
物
修
復
は
割
合
に
進
渉
し
た
と
い
え
る
。
表
40
は
そ
の

一
覧

で
あ
る
。

こ
れ
に
は
初
期

に
奈
良
県
に
勤
め
た
古
社
寺
修

復
技
師
関
野
貞
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
。
関
野
は
伊
東
忠
太
と
と
も
に
日
本
古
建
築
研
究

の
第

一
人
者

で
あ

っ
て
、
そ
の

修
理
方
針
は
根
本
的
解
体
と
、
後
世
の
付
加
物
は

一
掃
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
奈
良
県

の
修
理
技
師
と
し
て
は
、
関
野

の
あ
と

土
屋
純

一
・
天
沼
俊

一
・
阪
谷
良
之
進

・
岸
熊
吉

・
大
滝
正
雄
ら
が
そ
の
事

に
あ
た
り
、
修
理
現
場

に
は
寺
社
建
築

に
経
験

の
あ
る
有

表40奈 良市所在 重要文化財建造物 修理一 覧

(昭和20年まで)

物 件

新 薬 師寺 本 堂

唐 招提 寺 金 堂

薬 師 寺 東 塔

東 大 寺 法 華 堂

秋 篠 寺 本 堂

興 福 寺 五 重 塔

新 薬 師寺 鐘 楼

東 大 寺 金 堂

唐招 提寺 講 堂

興 福 寺 三 重 塔

般 若 寺 楼 門

唐招 提寺 鼓 楼

薬 師 寺 東 院 堂

春 日大社 車 舎

霊 山 寺 三 重 塔

円 成 寺 楼 門

円 成 寺 蠢 品.4;

春 日大社 若宮本殿等

春 日大社 回 廊

東 大 寺 南 大 門

春 日大社 東西御廊

不 退 寺 本 堂

喜 光 寺 本 堂

東 大 寺 転 害 門

不 退 寺 塔 ・ 門

春 日大社 着 到 殿

東 大 寺 大湯屋等

南 明 寺 本 堂

興 福 寺 東 金 堂

唐招 提寺 礼 堂

春 日大社 手水舎等

霊 山 寺 本 堂

元 興 寺 極楽坊禅室

期 間

明治30
.1～31.4

31.3^-32.12

31.10^33.5

32.2～34.8

32.8～33.9

33.7^-34.12

34.4^'34.9
大正36

.7A-2.6

38.10^41.4

40.10^43.3

41.12^-42.11

42.12^43.9
大正45

.1A-2.12
大正2

.2～3.2

3.1^-4.6

4.7^'5.6

5.3～5.6

9.8～10.8

12.8^13.10
昭和2

.9～5.2

5.3^-6.2

5.5～6.7

6.8^-8.9

6.8～7.8

9.6^-10.2

10.10^11.5

11.4～12.12

11.8～12.8

12.9～14.8

12.12^15.1

14.9^-16.4

15.1～17.3

18.4^'26.1
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能
な
大
工
が
え
ら
ば
れ
て
業
績
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

建
造
物
の
修
理
の
ほ
か
に
重
要
な
の
は
仏
像
彫
刻
の
修
理
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
な

っ
た
の
は
、
岡
倉
天
心

の
高
弟

で
あ
る
新
納
忠

之
介
で
あ

っ
た
。
岡
倉
は
明
治
三
十

一
年

(
穴
九八)
に
東
京
美
術
学
校
を
退
い
て
日
本
美
術
院
を
創
設
し
、

こ
れ
を
絵
画
中
心
の
第

一

部
と
彫
刻
中
心
の
第
二
部
に
わ
け
て
、
日
本
美
術
の
研
究
と
発
展
を
期
し
た
が
、
新
納
は
そ
の
第
二
部

の
主
事
と
な
り
、
彫
刻

の
研
究

修
理
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
事
を
奈
良
で
行
う
こ
と
に
な

っ
た
が
、
当
時
奈
良

の
寺
院
は
ま
だ
荒
廃
し
て
い
た

の
で
、
新
納
は
三
十
四
年
か
ら
東
大
寺
勧
学
院
を
借
り
て
日
本
美
術
院
第
二
部
と
し
て
仕
事
に
着
手
し
、
大
正
二
年

(
一九
三
)

に
よ
う

や
く
奈
良
市
水
門
町
に
奈
良
美
術
院
と
し
て
修
理
事
務
所
を
独
立
さ
せ
た
。
以
後
新
納
は
昭
和
二
十
九
年

(死
五四)
に
没
す
る
ま

で
、

奈
良
の
諸
寺
の
仏
像
の
修
理
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
の
で
あ

っ
て
、
彼
の
手
に
か
か

っ
て
修
理
さ
れ
た
仏
像
は
、
東
大
寺
三
月
堂

の
不
空

羂
索
観
音
像
に
は
じ
ま
り
二
〇
〇
〇
体
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
新
納
の
も
と
で
は
、
竹
林
高
行

・
菅
原
大
三
郎

.
明
珍
恒
男
ら
が
仏
像

の
修
理
に

つ
く
し
た
が
、
明
珍
は
奈
良
美
術
院
の
二
代
目
の
院
長
に
な

っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
奈
良
美
術
院
は
現
在
京
都
国
立
博
物
館

内

に
移
さ
れ
た
美
術
院
修
理
所
と
な

っ
て
、
仏
像
修
理
の
伝
統
を
受
け

つ
い
で
い
る
。

そ
の
後
文
化
財
保
護

(指
定
や
修

復
を
含
む
)
に
関
す
る
法
令
と
し
て
は
、
昭
和
四
年

(一九二九)
に

「国
宝
保
存
法
」

が
、
同

八
年
に

「
重
要
美

術

品
等

の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
戦
後
の
二
十
四
年

(
一九四九)
五
月
に
発
布
さ
れ
た

「文
化
財
保
護
法
」

に

よ

っ
て
、
改
め
て
指
定
物
件
も
全
般
的
に
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
新
基
準
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
年

(天
竺
)
の
古
器
旧
物
保
存
の

一
環
と
し
て
、
翌
五
年
に
正
倉
院
宝
庫
を
開
封
し

て
宝
物

の
点
検
が
行

正

倉

院

わ
れ
、
八
年
に
は
宝
物
の
曝
涼
を
機
会
に
奈
良
博
覧
会
に
出
品
し
て
お
り
、
以
後
数
度
出
品
を
重
ね
た
。
十
年
の

天
皇
行
幸
の
時
に
は
香
木
蘭
奢
待
が
切
ら
れ
、
十
二
年
に
は
宝
物
の
図
録
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
十
六
年

に
毎
年

一
回
宝
物

曝
涼
の
制
が
始
め
ら
れ
、
こ
の
時
を
利
用
し
て
の
拝
観
が
例
と
な

っ
た
。
ま
た
二
十
五
年
に
は
宮
内
省
に
正
倉
院
御
物
整
理
掛
が
お
か
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れ
、
三
十
七
年
ま
で
宝
物
の
整
理
と
修
理
や
文
書
の
分
類
が

つ
づ
け
ら
れ
、
大
正
三
年

(
一九
西
)
か
ら
は
奈
良
帝
室
博
物
館

に
正
倉
院

掛
を
お
き
、
古
裂
の
整
理
が
始
め
ら
れ
た
。
な
お
博
物
館
で
の
古
裂
の
展
示
は
、
明
治
四
十

一
年

(一九〇八)
に
東
京

で
、
大
正
十

四
年

(一九二虱)
に
奈
良
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
十
五
年

(
一九四
〇)
の
東
京
博
物
館

で
の
日
本
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
の
宝
物
展
は
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
。
正
倉
院
の
宝
庫
に
つ
い
て
は
、
大
正
二
年

(一九
三
)
に
解
体
修
理
が
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
四
年

(
一杢
九
)
に
宮
内
省

に
臨
時
正
倉
院
宝
庫
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
宝
庫
と
宝
物

の
永
久
保
存
法
が
議
さ
れ
、
耐
震
耐
火
構
造
の
倉
を

た
て
る
こ
と
が
答

申
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
宝
庫
と
し
て
実
現
し
た
の
は
戦
後
で
あ
り
、
ま
た
大
正
の
解
体
修
理
の
時
の

臨
時
仮
倉
庫
は
未
整
理
の
染
織
品
の
収
納
庫
と
さ
れ
、
こ
れ
も
戦
後
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

つ
ぎ
に
正
倉
院

の
管
理
に

つ
い
て
は
、
明
治
八
年
に
東
大
寺
か
ら
内
務
省
所
轄
と
さ
れ
、
十
七
年

(
天
八四)
に
宮

内
省
所
属
と
さ
れ

た
。

こ
の
前
後

の
こ
ろ
防
火
地
域
を
設
け
た
り
監
視
を
博
覧
会
会
社
に
委
嘱
し
た
り
し
て
い
た
が
、
大
正
十

一
年

(
一九一三
)
に
東
大
寺

勧
学
院
が
焼
失
し
た
た
め
、
そ
の
地
を
譲
り
受
け
て
正
倉
院
の
敷
地
を
整
理
し
警
備
も
整
え
た
。
正
倉
院
が
宮
内
庁

の
付
属
機
関
と
し

て
独
立
す
る
の
は
こ
れ
も
戦
後
で
あ
る
。
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東
大
寺
大
仏
殿
の
修
理

近
代
の
奈
良
に
お
い
て
、
今
日
い
う
文
化
財
の
修
理
事
業
で
最
大

の
も
の
は
、
宝
永
六
年

(
一七
〇九)
三
月
に
再
建

大
仏
殿
の
破
損

さ
れ
た
大
仏
殿
の
修
理
で
あ

っ
た
。
す
で
に
文
化
三
年

(天
〇六)
に
は
上
層
部
東
南
角

の
屋
根

が
下
が

っ
て
、
大

騒
ぎ
に
な
り
、
山
内
の
杉
の
大
木
二
本
を
切
り
、
角
柱
を
取
り
付
け
て
応
急
修
理
を
施
し
、
天
保
八
年

(一八三七)
八
月

に
も
東
北

の
柱

に
根
継
ぎ
を
施
す
と
い
う
有
様
で
あ

っ
た
が

(
『年
中
行

事
記
』

)
、
明
治
を
迎
え
て
そ
の
痛
み
は
加
速
度
を
加
え
る
に
い
た

っ
た
。
明
治
十
六
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年

(
天
八三)
三
月
に
結
成
さ
れ
た
大
仏
会

(後
述
)

の
勧
進
趣
意
書

に
は
、
堂
宇

の
落
成
を
元
禄
五
年

(=
ハ九
二)
と
誤

っ
て
記
し

て
い
る

が
、
歳
月
を
経
て

「結
構
稍
弛
ミ
、
簷

(のき檐)
傾
き
、
梁
桷

(郵
朸
と
)
隙

ヲ
生
ジ
、
雨
露
金
容

(大
仏
)
を
浸
シ
、
日
光
亦
洩
射

ス
」
と
あ

り

(
『大
仏
及

大
仏
殿
史
』)、
ま
た
後
年
修
理
事
務
所
の
主
任
技
師
と
な

っ
た
加
護
谷
祐
太
郎
の
談
話
に
よ
る
と
、
「大
仏
殿
は
江
戸
建
築
当
初
に
お

い
て
、
多
く
の
狂
い
が
あ
り
、
そ
の
後
地
震
や
暴
風
雨
の
た
め
に
、
だ
ん
だ
ん
危
険
度
が
高
ま

っ
て
き
た
。
柱
の
傾
き
も
ひ
ど
く
な
り
、

柱

の
上
部
の
大
半
は
腐
朽
が
目
立
ち
、
倒
れ
な
い
の
が
不
思
議
で
あ
る
と
い
う
状
態

で
、
屋
根

の
方
も
二
本

の
大
梁

(枉
梁
)

が

一
尺

以
上
も
湾
曲
し
、
軒
受
け
の
梁
も
折
れ
た
り
曲
が

っ
た
り
、
軒
先
は
八
、
九
尺
ほ
ど
も
垂
れ
下
が

っ
て
い
た
」
と
い
う
。

こ
と
に
大
屋

根
と
下
層
の
廂
屋
根
に
葺
か
れ
た
屋
根
瓦
は

一
三
万
三
六
六
〇
枚

に
も
達
し
、
そ
の
う
え
屋
根
土
の
重
量
が
加
わ
り
、
そ
の
加
重
は
垂

木

・
柱
な
ど
に
大
き
な
支
障
を
あ
た
え
て
い
た
。
明
治
四
十
五
年

(一九
三
)
の
葺
瓦
に
あ
た

っ
て
二
万

一
〇
〇
〇
枚
余
を
減
ら
し
た
の

は
、
そ
の
点
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
明
治
初
年
、
修
理
は
緊
急
の
課
題
に
な

っ
て
い
た
と
い

っ
て
よ
い
。

し
か
し
明
治
元
年

(
一八六
八)
三
月
に
神
祗
官
が
復
興
さ
れ
、
神
仏
判
然
令
が
布
告
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
廃
仏
毀
釈

の
運
動
が
起
こ
り
、

翌
二
年
に
は
公
慶
以
来
、
大
仏
殿
の
経
営
管
理
に
あ
た

っ
て
き
た
龍
松
院
の
大
勧
進
職
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
龍
松
院
は
再

三

に
わ
た
り
、
元
禄
元
年

(
一六
八八)
よ
り
今
日
に
い
た
る
勧
進
職
の
存
続
を
嘆
願
直
訴
に
及
ん
だ
が
、
同
三
年
四
月

、
改
め
て
大
勧
進

職
を
廃
止
し
、
大
仏
殿
は
東
大
寺

一
山

に
引
き
渡
し
、
寺
禄
二
〇
〇
〇
石
余
の
内

で
修
理
す

べ
き
旨
の
達
書
が
示
さ
れ
た

(
『大
仏
及

大
仏
殿
史
』)。

し
か
し
そ
の
後
も
大
仏
殿
の
管
理
運
営
権
を
あ
ぐ

っ
て
、
寺
内
三
十

一
か
院
は
三
派
に
分
れ
て
紛
糾
し
、
明
治
五
年
十
月
に
い
た
っ
て
、

奈
良
県
令
四
条
隆
平
ら
の
あ

っ
旋

で

一
応
解
決
を
み
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
間
、
明
治
二
年
六
月
に
は
版
籍
奉
還
に
よ
り
防
州
国
衙
領

一
〇
〇
〇
石
の
上
納
米
が
断
絶
、
同
四
年
正
月
の
全
国
寺
社
領
の
上

地
令
に
よ

っ
て
、
県
下
櫟
本
村
二
〇
五
四
石

の
寺
領
が
上
地
を
命
じ
ら
れ
、
経
済
的
に
深
刻
な
打
撃
を
被
る
こ
と
に
な

っ
た
。
さ
ら
にじつ

小
宗
派
で
あ

っ
た
た
め
に
、
同
五
年
九
月
に
は
華
厳
宗
は
浄
土
宗
の
所
轄
と
定
め
ら
れ

(
『仏
教
各

宗
綱
要
』
)
、
翌
六
年
五
月

に
浄
土
宗
管
長
養
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が
い鷓

徹
定
宛
に
所
轄
願

い
を
提
出
し
、
浄
土
宗
所
轄
華
厳
宗
東
大
寺
を
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
東
大
寺
が
華
厳
宗
の
本
山
と
し

ざ
か
せ
ん
か
い

つ

て
独
立
す
る
の
は
明
治
十
九
年
六
月

の
こ
と
で
、
初
代
管
長
に
時
の
東
大
寺
住
職
鼓
坂
荐
海
が
任
命
さ
れ
た

(官
報
)
。

こ
の
こ
ろ
は
檀

徒
を
も
た
な
い
奈
良

の
諸
大
寺
は
未
曾
有
の
経
済
的
危
機
に
遭
遇
し
て
い
た
が
、
当
寺
に
あ

っ
て
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
明
治
六
年

に
は
伝
来
の
舞
楽
装
束

(右
方
・

左
方
楽
)
を
売
却
、
塔
頭
八
か
院
を
廃
院
し
て
二
三
か
院
と
し

(
臨
講
沖
)
、
同
八
年

に
は
奈

良
博
覧
会
社

の
創

立

の
た
め
に
大
仏
殿
回
廊
を
提
供
し
、
同
十

一
年
に
は
尊
勝
院
の
跡
を
踏
襲
し
た
惣
持
院
の
敷
地

・
建
物
や
庭
石
に
い
た
る
ま
で
奈
良

み

よ
う

郡
役
所
に
売
却
、
鼓
阪
小
学
校
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
時
の
収
入
は
主
と
し
て
諸
堂
の
賽
物
、
境
内

民
家

の
敷
地

の
冥

が

き
ん

加
金
な
ど
で
あ

っ
た
か
ら
、
大
仏
殿
や
諸
堂
の
さ
し
迫

っ
た
修
理
を
自
力
で
行
う
こ
と
は
、
到
底
不
可
能
で
あ

っ
た
。

明
治
十
二
年

(天
七九)
六
月
、
堺
県
の
助
成
に
よ
り
、
翌
年
三
月
に
か
け
南
大
門
の
修
理
が
行

わ
れ
た
が
、
大
仏

大
仏
会
の
結
成

殿
の
破
損
は
ま
す
ま
す
進
行
の
度
を
加
え
、
黙
止
で
き
な
い
状
態
に
な

っ
た
の
で
、
同
十
五
年

四
月
、
時

の
東
大

寺
住
職
鼓
坂
荐
海
は
有
志
に
は
か

っ
て

「大
仏
殿
営
繕
有
志
勧
奨
願
」
に

「大
仏
殿
営
繕
費
用
概
略
」
を
添
え
て
、
当
時
の
所
轄
官
庁

で
あ

っ
た
大
阪
府
知
事
建
野
郷
三
宛
に
提
出
し
た
。
大
仏
殿
屋
根
替
に
三
万
五
二
〇
〇
円
、
回
廊

・
中
門
の
屋
根
替
な
ど
に
七
五
〇
〇

余
円
、
合
わ
せ
て
四
万
二
七
〇
〇
円
の
費
用
を
見
込
ん

で
官
費

の
借
用
を
願
い
、

一
五
か
年

で
返
済
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た

(
『諸
綴

込
』

)
。
願
は
七
月
三
日
に
却
下
さ
れ
た
が
、
種
々
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
治
十
五
年
三
月
の
東
福
寺
再
建
の
勧
進
公

許

の
例
を
教
え
ら
れ
、
宮
内
省

へ
の
御
下
賜
金

の
嘆
願
、
内
務
省

へ
の
古
刹
保
存
金
の
下
付
願
の
提
出
な
ど
が
示
唆

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
し
た
が

っ
て
、
同
年
十
月
に
寄
付
勧
進
公
許
願
を
内
務
省
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
保
存
金
下
賜
願
と
御
下
賜
金
嘆
願
書
を
提

出
、
古
刹
保
存
費
の
ほ
か
に
宮
内
省
か
ら
五
〇
〇
円
の
下
賜
金
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
翌
十
六
年
三
月
に
は
大
仏
会
が
結
成
の
運
び
と
な
っ

た
。
荐
海
が
会
長
に
就
任
、
広
く
民
衆
に
喜
捨
を
も
と
め
る
た
め
山
内
の
衆
僧
は
も
ち
ろ
ん
、
勧
奨
委
員
を
設
け
て
奈
良
町
中
を
勧
進

し
た
。
こ
の
勧
進
は
、
当
寺
草
創
の
行
基
や
、
鎌
倉
再
興
時

の
重
源
、
近
く
は
江
戸
時
代
の
公
慶
の
例
に
な
ら

っ
た
も
の
で
、
毎
夜
信
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徒

や
有
志
婦
女
が
鉦
鼓
を
た
た
き
、
詠
歌
を
唱
え
奈
良
町
中
を
巡
行
し
て
勧
化
に
つ
と
め
た
の
で
あ

っ
た
。

み
す
が
た

詠
歌

の

「大
仏
殿
勧
進
和
讃
」
は

「真
如

の
月
」
「法
の
光
」
「菩
提
の
花
」
の
三
節
か
ら
成
る
。
「抑
々
盧
舎
那

の
尊
容
は

今
を

み
か
ど

去

る
こ
と
数
ふ
れ
ば

千
百
余
年

の
其
む
か
し

天
平
十
五
の
秋
の
月

聖
武
帝
の
御
本
願
」
に
始
ま
り
、
「菩
提

の
花
」

の
歌
詞

は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
あ

っ
た

(
『大
仏
及
大

仏
殿
史
』

)
。

夫
れ
三
界
の
大
導
師

釈
迦
牟
尼
仏
の
お
わ
し
ま
す

ふ

年
を
歴

る
こ
と
多

け
れ
ば

の
き

次
第
に
簷
は
傾
き
て

ひ
ま

も

み

ほ
と
け

隙
よ
り
洩
れ
て
御
仏
の

こ
こ

も
ろ
び
と

茲
に
我
等
は
諸
人
の

の
り

お
お
に
わ
つ
く
ら

法

の
大
場

繕

は

丶
つ
み
か
さ

無
量

の
功
徳
を
積
重

ね

霜

の
如
く

に
消

へ
は
て

丶

み

だ

ひ

か

り

弥
陀

の
光
明

に

つ
丶
ま
れ

つ

ご

じ
よ
く
あ
く

せ

の
う

げ

し
ゆ

五
濁
悪
世
の
能
化
主

み

や

こ

お
ほ
ど
の

な
ら

の
古
都

の
大
殿
も

さ
ら

風

に
暴

さ
れ
雨

に
ぬ
れ

月

の
光

や
星

の
影

は
だ
え

い

か
に

肌
に
宿
る
を
如
何
せ
ん

き
よ

た
か
ら

つ
の

浄
き
財
を
募
り
て
そ

こ
う

が

ま
さ

ご

恒
河
の
真
砂
も
及
び
な
き

つ
み
と
が

無
始
よ

り
造
り
し
罪
咎
は

ぼ

だ
い

か
ん

菩
提
の
花
の
芳
ば
し
く

共
に
浄
土
に
往
生
せ
ん

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
十
六
年
五
月
三
日
と
十
八
年
七
月
二
日
に
近
畿
地
方
を
襲

っ
た
風
水
害
で
勧
財
が
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
活
動

は
い
ち
じ
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
そ
の
と
き
の
暴
風
雨
で
大
仏
殿
の
東
北
角
と
正
面
の
屋
根
が
破
損
し
た

の
で
、
十
九
年
に

応
急
の
修
理
が
加
え
ら
れ
た
。

二
十
三
年

(穴
九〇)、
鼓
坂
大
仏
会
会
長
が
没
し
て
菅
沼
英
樹
が
あ
と
を
襲
い
、
翌
二
十
四
年
政
府

に
実
地
調
査
を
要
望
、
十

一
月
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内
務
省
技
師
妻
木
頼
黄
が
出
張
し
た
。
調
査

の
結
果
、
修
復
の
た
め
に
は
三
万
二
八
〇
〇
円
の
資
金
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
が
、
大
仏
会
が
こ
れ
ま
で
に
集
め
る
こ
と
の
で
き
た
浄
財
は
わ
ず
か
に
四
六
〇
〇
円
、
そ
こ
で
菅
沼
会
長
は
、
二
十
五
年
二
月
、
信

た
お
れ

て

や
む

徒
総
代
ら
と
共

に
大
仏
殿
営
繕
費

一
万
五
〇
〇
〇
円

の
下
賜
を
内
務
省
に
願
い
出
、
不
足
金
は

「斃

而
止

ノ
精
神

ヲ
発
揚

シ
、
広

ク

有
志

ノ
勧
進

ヲ
仰
」

い
で
補
充
す
る
と
い
い
、
直
ち
に
工
を
起

こ
し
て
、
二
十
七
年
に
は
落
成
し
た
い
と
し
た
。
政
府
は
こ
れ
を
容
れ

て
差
し
当
り
三
五
〇
〇
円
を
交
付
す
る
と
と
も
に
翌
年
二
度
に
わ
た
り
六
五
〇
〇
円
を
交
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
大
仏
会
も
活
動

を
再
開
、
衆
僧
が
勧
進

に
発
向
す
る
と
と
も
に
、
同
二
十
五
年
七
月
か
ら
は
奈
良
の
各
町
世
話
方
尼
講
お
よ
び
有
志
婦
女
子
ら
数
十
人

も
ま
た
、
さ
き
の
よ
う
に
毎
夜
詠
歌
を
唱
え
て
町
々
を
巡
回
、
勧
化
を
は
じ
め
た
。
ま
た
二
十
七
年
五
月
に
は
、
東
大
寺
か
ら
聖
語
蔵

を
内
務
省

に
献
納

(正
倉
院
内
に

移
築
さ
れ
る
)
、
二
万
五
〇
〇
〇
円
の
下
賜
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

(肭
彫
断
畑
儡
黥
覗
齦
傑
獺
駄
ピ
痂
て○
る○
)
。

あ

じ

ろ

他
方
、
二
十
六
年
六
月

に
足
代

の
建
設
を
終
わ
り
、
修
理
工
事
が
始
め
ら
れ
る
か
に
み
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
二
十
七
年
五
月
、
妻

木
技
師
の
再
調
査

の
結
果
、
総
工
費
と
し
て

一
八
万
円
を
要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
当
初
の
五
倍
を
こ
え
る
大
幅
な
増
加
で

あ
る
。

こ
の
た
め
大
仏
会

で
は
、
募
金
活
動
を
強
化
す
る
た
め
に
、
八
月
に
組
織
を
変
更
、
古
沢
知
事
を
会
長
に
推
し
、
中
村
雅
真
を

は
じ
め
奈
良
の
有
力
者
を
幹
事

に
委
嘱
し
た

(中
村
は
幹
事

長
に
就
任

)
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
の
影
響
で
物
価
が
あ
が
る
し
、
二
十
九
年

に
は
暴
風

雨

で
足
代
の

一
部
が
崩
壊
、
着
工
に
い
た
ら
な
い
ま
ま
足
代
全
部
を
解
体
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
前
途
ま
す
ま
す
多
難
を
思
わ
せ
た
。

し
か
も
こ
の
こ
ろ
大
仏
殿
は
、
「
日
二
月

二
益
々
棟
梁
傾
斜
シ
、
危
険

ノ
状
態
筆
紙

ノ
能

ク
尽

ス
所

二
非
ズ
」

(餬
黼
監
概
ト
階
駈
明
蕪
儡
躍

蹴
難
㌧

と
い
う
よ
う
な
深
刻
な
事
態

に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
明
治
三
十
年

(天
九七)
古
都
保
存
法
の
制
定
が
あ
り
、
同
年
十
二
月
に
南
大

門

・
法
華
堂

・
鐘

修

理

事

業

楼
が
、
翌
三
十

一
年
十
二
月

に
は
大
仏
殿

・
中
門

・
回
廊
が
特
別
保
護
建
築
物
に
指
定
さ
れ
て
修
理

へ
の
展
望
が

開
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
翌
年
八
月
、
妻
木
技
師
と
伊
東
忠
太
が
出
張
、
奈
良
県
技
師
関
野
貞

(
二
十
九
年
十

二
月
着
任

)

ら
と
と
も

に
調
査
を
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や
り
直
し
、
総
工
費
四
六
万
九
六
〇
〇
円
三
八
銭
八
厘
と
算
定
し
た
。
そ
の
内
訳
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

木
材
之
部

金
二
一
万
四
四
六
二
円
八
六
銭

瓦

之

部

金
八
五
六
四
円
九
五
銭

銅
鉄
之
部

金
二
万
七
八
二
八
円
二
銭
八
厘

石
材
之
部

金

一
八
〇
〇
円

職
工
之
部

金

一
四
万
四
五
七
五
円

雑

之

部

金
七
万
二
三
六
九
円
五
五
銭

第二章 奈良市の成立

三
十
三
年

(一九〇〇)

翌
年
三
月
、
古
社
寺
保
存
金
か
ら

三
三
万

四
六
〇
〇

円

三
八
銭
八
厘
の
交
付
が
決
定

(三
十
三
年
度
か
ら
一二
回
に
わ
た

っ
て
下
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

)、
翌
三
十
五
年
八
月
か
ら
修
理
工
事

一
切
が
奈
良
県

に
委
任
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
修
理
事
業
は
よ
う
や
く
軌
道
に
の
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
を
う
け
て
大
仏
会
は
、
総
工
費
か
ら
政
府
補
助
金
を
差
し
引
い
た

一
三
万
五
〇
〇
〇
円
の
募
金
を
目
標
に
、

ま
た
も
規
則
を
改

定

し
て
組
織
の
強
化
を
は
か

っ
た
。
寄
付
金
の
額
に
応
じ
て
会
員
と
名
誉
会
員

(五
〇
〇

円
以
上
)

・
特
別
会
員

(飫
蒔
験
頗
仁
℃
黔
駟
釧
趾
ガ
に
騰
鵬
坦
一)

・
正
会
員

(
一等
会
員
三
〇
円
以
上
、
二
等
会
員
二

〇
円
以
上
、
三
等
会
員
一〇
円
以
上

)

・
通
常
会
員

(胚
捫
)

・
賛
助
会
員

(に
鋼
)

・
準
会
員

(胱
竡
)
の
六
種
と

し
、
商
議
員
会

・

常
議
員
会

(常
議
委
員
は
商
議

員
中
よ
り
選
嘱

)
を
お
い
て
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
会
長
に
は
奈
良
県
知
事
、
副
会
長

に
東
大
寺
住
職
、

事
務
長
に
奈
良
市
長
が
就
任
、
常
議
員
に
は
大
森
吉
兵
衛

・
鍵
田
忠
次
郎

・
玉
田
金
三
郎

・
関
甚
吉
な
ど
が
名
を
連

ね
、
翌
年
二
月
に

は
九
条
道
孝
公
爵
を
総
裁
に
仰
い
だ
。
役
員
や
委
員

(会
員
募
集
の
勧
誘
に
従

う
も
の
を
委
員
と
し
た
)
が
各
地
に
赴
き
、
府
県
当
局
の
協
力
を
得
な
が
ら
会
員
の
募

集

に
あ
た
り
、
募
金
に
応
じ
て
会
員
に
な

っ
た
人

の
氏
名
を
新
聞

に
公
表
し
た
り
し
た
。

こ
う
し
て
三
十
六
年
七
月
、
準
備
工
事

に
着
手

の
運
び
と
な
り
、

一
年
後

の
三
十
七
年
七
月
に
は
棟
瓦
の
取
り
下

ろ
し
、
実
測
用
仮
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足
場

(実
測
は
三
分

の
一を
完
了
)
の
ほ
か
、
事
務
所

・
工
作
小
屋
五
棟

・
仮
屋
二
棟

(鰡
軅
蜜
齟
厭
王
)

の
建
設
を
終
え
た
と

い
う
。

翌
八
月
、
加
護
谷

祐
太
郎
が
奈
良
県
技
師
に
命
じ
ら
れ
て
大
仏
殿
修
工
事
務
所
主
任
と
な
り
、
土
屋
技
師
と
と
も
に
実
測
調
査
を
す
す
め
、
三
十
九
年
三

月

に
修
理
の
基
本
方
針
を
確
定
し
た
。
日
露
戦
争
の
た
め
工
事
は
い
ち
じ
停
滞
し
た
が
、
三
十
九
年
度
か
ら
四
十
年
度
に
か
け
て
工
作

小

屋
二
一二
棟
や
鉄
工
場
が
建
ち
、
製
材
機

・
発
電
機
な
ど
の
設
備
が
整
い
、
脇
侍

・
四
天
王
像

の
移
安
や
本
殿

の
瓦
下
ろ
し
も
行
わ
れ
、

四
十

一
年
十

一
月
に
は
上
屋
お
よ
び
足
代
の
架
設
も
終
わ

っ
た
。

他
方
、
日
露
戦
争
の
た
あ
物
価
が
騰
貴
、
ま
た
も
三
十
二
年
に
算
定
さ
れ
た
予
算
の
見
直
し
が
必
要

に
な

っ
た
。
再
調
査

の
結
果
、

総
工
費
六
八
万
七
二
二

一
円
八
八
銭
八
厘
、
関
係
当
局
の
査
定
を
経
て
、
四
十
年
四
月
に
そ
の
確
定
を
み
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
労
賃

が
高
騰
し
た
た
め
、
翌
四
十

一
年

一
月
ま
た
ま
た
総
工
費
予
算
は
七

一
万
六
四
〇
〇
円
五

一
銭
四
厘
に
修
正
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
と
も

な

い
翌
年
八
月
、
四
回
に
分
け
て

一
五
万
円
の
国
費
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
決
定
、
翌
四
十
三
年
四
月
に
は
、

宮
内
省
か
ら

一
万

円

の
下
賜
金
が
あ
り
、
募
金
の
方
も
順
調
な
進
展
を
み
せ
る
。

本
工
事
は
、
四
十
二
年
六
月
か
ら
始
ま

っ
た
。
滝
口
秀
次
郎
が
請
負

っ
て
順
調
に
進
展

(倒
壊
防
止
の
た
め
の
保
護
工
事

も
併
行
し
て
す
す
め
ら
れ
た

)
、

四
十
四
年
五
月

二
日
、
聖
武
天
皇
の
忌
日
を
ト
し
て
、
め
で
た
く
大
仏
殿
上
棟
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
式
典
に
お
け
る
加
護
谷
修
工
事
務
所
主

任

の

「申
告
」
に
よ
れ
ば
、
「予
算
総
額
金
七
十

一
万
余
円

ニ
シ
テ
、
今
日
迄

二
費
ス
所
五
十
七
万
余
円
、
総
工
数

十
七
万
人

ノ
多
キ

ニ
上
リ
、
此
間
其
職

二
殉
ジ
タ
ル
モ
ノ
八
人
ヲ
数
フ
ル
ニ
及
ベ
リ
」
と
あ
る

(
『大
仏
及
大

仏
殿
史
』

)
。

つ
い
で
翌
四
十
五
年
三
月
に
は
、
主
要
部
の
修
理
工
事
が
完
了
、
残
る
工
事
も
程
な
く
終
わ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
七
月
、

明
治
天
皇
が
崩
御
、
そ
の
た
あ
工
事
が
遅
れ
、
翌
大
正
二
年

(
一九
1>>1>
四
月
末
に
い
た

っ
て
修
理
工
事

の
す

べ
て
が
完
了
す
る
。
「
大

仏
殿
修
理
工
事
諸
統
計
」
(
『大
仏
及
大

仏
殿
史
』

)
に
よ
れ
ば
、
修
理
工
事
の
大
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。

大
仏
殿
木
材
総
尺
〆

(十
三
尺

尺
〆

)

二
万
七
三

一
四
本
八
分
強
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修
繕
用
木
材

(十
二
尺
〆
押

角
丸
材
共

)

一
万
三
六
七
五
本
六
分

修
理
用
鉄
材

八
一
五
英
屯
八
七
七

総
瓦
数

一
一
万
二
五
八
九
枚

諸
職
工
数

二
四
万
五
九
二
八
人

死
亡
職
工

一
三
人

総
工
費

金
七
二
万
八
四
二
九
円
三
六
銭
七
厘

内

足
代
及
上
屋
架
設
費

金
八
万

一
六
四
六
円
四
九
銭
八
厘

外
二
防
火
用
水
道
費

金
六
五
八
三
円
三
五
銭
七
厘

避
雷
針
費

金
四
八
三
七
円

こ
こ
に
修
理
用
鉄
材
と
あ
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
技
術
を
導
入
し
て
大
梁
に
添

っ
て
架
設
さ
れ
た
大
天
井
上
鉄
橋
や
要
所
の
補
強
に
用

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
た
に
本
殿
の
棟
の
東
西
に
鵄
尾
が

つ
け
ら
れ
、
避
雷
針
や
防
火
栓
も
付
設
さ
れ
た
。
鵄
尾
は
唐
招
提
寺
な

ど
の
例
を
参
考
に
、
金
箔
を
押
し
た
銅
板
を
木
組
の
上
に
重
ね
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
。

落
慶
供
養
は
、
大
正
三
年

(
一九
西
)
五
月
二
日
か
ら

一
週
間
と
予
定
さ
れ
た
。
そ
の
準
備
を
す
す
め
て
き
た
と
こ
ろ
、

四
月

に
昭
憲

皇
太
后
が
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
落
慶
供
養
は

一
年
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

修
理
事
業
が
第

一
歩
を
ふ
み
出
し
た
明
治
十
五
年

(天
八
二)
か
ら
数
え
て
三
三
年
、
よ
う
や
く
に
し
て
落
慶
供
養

の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
大
正
四
年

(
一九
一五)
五
月
二
日
、
修
理
の
成

っ
た
大
仏
殿
の
前
庭
で
、
筒
井
寛
聖
管
長
を
導
師
と
し

て
庭
儀
法
要
が
厳

修
さ
れ
、
天
平
開
眼
筆

(正
倉
院
か
ら
特

別
に
拝
借
し
た
)

に
よ

っ
て
開
眼
作
法
も
行
わ
れ
た
。
以
後
七
日
間
に
わ
た

っ
て
盛
大
に
法
要
が
営
ま
れ
、
参
詣

の
人
が
相

つ
い
だ
と
い
う
。
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c　

平
城
宮
跡
の
研
究
と
保
存
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平
城
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
幕
末
に
奈
良
古
市
の
北
浦
定
政
が
精
密
な
測
量
と
地
名
な
ど
を
基
礎

に
し
て
大
内
裏
や

条
里
を
究
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
の
方
法
と
成
果
と
は
学
問
的
に
画
期
的
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
明
治
維
新
以
後
し
ば
ら
く
は
北
浦
の
研
究
を
う
け
て
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
研
究
は
出
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
明
治
二
十
九
年

(天
九六)
に
奈
良
県
古
社
寺
修
理
技
師
と
し
て
着
任
し
た
関
野
貞
に
よ

っ
て
そ
の
扉
は
開
か
れ
た
。
着
任

後
奈
良
県
名
勝
旧
蹟
臨
時
調
査
委
員
を
命
じ
ら
れ
た
関
野
は
、
県
の
技
手
塚
本
慶
尚
と
と
も
に
平
城
宮
跡
の
調
査
に
あ
た

っ
た
。
関
野

ら
は
北
浦
の

『
平
城
宮
大
内
裏
跡
坪
割
之
図
』
等
を
参
考
と
し
、
大
黒
の
芝
と
い
わ
れ
る
土
壇
を
は
じ
め

一
群
の
土
壇
や
地
名
な
ど
を

実
地
に
考
定
し
て
、
三
十
二
年
三
月

に

『平
城
宮
阯
取
調
報
告
』
と
し
て
こ
の
結
果
を
県
に
提
出
し
た
。
こ
の
研
究
が
契
機
に
な

っ
て

棚
田
嘉
十
郎
ら
の
保
存
運
動
が
お
こ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
次
項
に
改
め
て
詳
説
し
よ
う
。
関
野
は
さ
ら
に
調
査
を
す
す

め
、
三
十
八
年
に
そ
の
研
究
の
成
果
を
学
会

で
講
演
し
、

つ
い
で
こ
れ
を
論
文
と
し
て
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
歴
史
学
者
喜
田
貞

吉

の
反
論
が
出
て
、
学
界
で
有
名
な
平
城
京
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
主
な
論
稿
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

関
野

貞

「平
城
京
及
大
内
裏
に
就
て
」
(
『建
築
雑
誌
』

一九
の
二
二
七
)
明
治
三
十
八
年
十

一
月

喜
田
貞
吉

「平
城
京
の
四
至
を
論
ず
」
(
『歴
史
地
理
』
八
の

二
～
五
、
七
～
九

)
明
治
三
十
九
年
二
～
五
月
、
七
～
九
月

関
野

貞

『平
城
京
及
大
内
裏
考
』
(稲
煉
黥
締
鋼
駄
弾
工
)
明
治
四
十
年
六
月

喜
田
貞
吉

「平
城
京
及
大
内
裏
考
評
論
」
(
『歴
史
地
理
』
一二
の
二

～
六
、
ニ
ニの
二
～
五

)
明
治
四
十

一
年
八
～
十
二
月
、
同
四
十
二
年
二
～
五
月

関
野
の
大
学
紀
要
の
論
文
は
、
か
れ
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
関
野

の
学
位
論
文
と
な

っ
た
。
そ
の

平
城
京
の
研
究

と

平

城

宮

跡



内
容
は
、
丈
量
尺
度
を
天
平
尺
を
も

っ
て
し
、
平
城
京
の
経
営
が
班
田
区
画
の
上
に
な
さ
れ
た
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
平
城
京
の
沿
革

・

制
度

・
地
勢
、
あ
る
い
は
諸
大
寺
の
占
地
や
宮
城
の
諸
建
造
物
、
唐
制
と
の
比
較
か
ら
北
辺
外
京
に
論
及
し
、
今
日
の
地
形
と
条
里
の

関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
喜
田
は
尺
度
と
し
て
大
尺
を
考
え
、
北
辺
外
京
は
も
と
か
ら
は
な
か

っ
た
こ
と
、
条
坊

設
定
の
の
ち
条
里
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
主
張
し
光
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
両
者
の
研
究
論
争
の
も

つ
意
義

は
大
き
く
、
そ
の

問
題
点
は
さ
ら
に
後
世
の
研
究
を
導
き
、
引
き

つ
づ
い
て
そ
の
解
明
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る

(『奈
良
市
史
』

通
史
一参
照
)
。
こ
の
明
治
末
期

の
論
争
以

後
、
喜
田
貞
吉
は

『帝
都
』
(瞰
範
)
お
よ
び

『本
邦
都
城
の
制
』
(燗
鞠
)
を
著
し
て
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
ま
と
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
は

優
れ
た
研
究
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
後
大
正
八
年

(
一九
一九)
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
十

一
年
に
平
城
宮
跡
は
、
第

一
次

・

第

二
次
大
極
殿
朝
堂
院
お
よ
び
大
内
裏
地
域
四
七
万
三
〇
〇
〇
平
方
赭
が
史
蹟
に
指
定
さ
れ
た
。

つ
い
で
同
十
三
年

に
は
そ
の
土
地
が
、

奈
良
大
極
殿
趾

(後
述
)
と
し
て
国
に
移
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
前
後

に
土
地

の
買
収
や
寄
付
が
あ
り
、
史
蹟
指
定
の
こ
と
も
あ

っ
て
、
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大
正
八

・
九
年
と
十
二

・
三
年
に
大
極
殿
跡
や
内
裏
地
域

の
整
備
工
事
が
行

わ
れ
、
多
数
の
古
瓦
な
ど
の
遺
物
と
と
も
に
溝
石
な
ど
地
下
遺
構
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
れ
は
第
二
次
大
極
殿
回
廊
の

一
部
か
と
思
わ
れ
、
調
査
を
担
当
し

た
県
技
師
の
上
田
三
平
は
そ
の
報
告
書
で
、
遺
構
が
埋
没
し
た
ま
ま
残

っ
て

い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
と
し
て
、
地
表
下
の
発
掘
が
必
要
な
こ
と
を
述

べ

て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
三
年

(一九二八)
と
七
年
に

一
条
通

り
北

の
東
大
溝
と

よ
ん
で
い
る
場
所
を
県
技
師
の
岸
熊
吉
が
調
査
し
、
同
十

一
年

に
こ
の
地
域

が
史
蹟
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。
な
お
戦
後
の
二
十
五
年

(
一九
吾
)
に
文
化
財
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保
護
法
が
出
る
と
、
二
十
七
年
三
月
に
平
城
宮
跡
五
七

・
三
診
が
特
別
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
三
十
四
年
か
ら
本
格
的
発
掘
調
査
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
以
上
の

ほ
か
に
も
平
城
宮

の
研
究
は
福
山
敏
男

・
足
立
康

・
大
岡
実
ら
の
建
築
学
者
に

よ

っ
て
な
さ
れ
、
田
村
吉
永
は

『正
倉
院
文
書
』
な
ど
を
用

い
て

『平
城
京
の

研
究
』
(昭
和
十

二
年

)
を
ま
と
あ
、
大
井
重
二
郎
は

『
上
代
の
帝
都
』
(爛
鞠
+
)
を
公

に
し
て
い
る
。

平
城
宮
跡

の
保
存

の
動
き
は
、
前
記
関
野
貞
ら
の
平
城
京

保
存
顕
彰
運
動

に
関
す
る
活
発
な
研
究
と
ほ
ぼ
平
行
し

て
展
開
し
て
い
っ

た
。
す
で
に
早
く
国
家
意
識

の
高
揚
し
た
明
治
二
十
年
代
の
初
期
に
、
都
跡
村

村
長
岡
島
彦
三
ら
に
よ
る
宮
跡

の
保
存
会
が
で
き
た
が
、
そ
れ
は
数
年
で
消
滅

し
た
と
い
わ
れ
る
。
や
が
て
棚
田
嘉
十
郎
が
中
心
と
な
り
、
溝
辺
文
四
郎
ら
の

助
力
も
あ

っ
て
、
そ
の
顕
彰
と
保
存
運
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

棚
田
嘉
十
郎
は
万
延
元
年

(
一八六
〇)
の
生
ま
れ
、
添
上
郡
束
里
村
須
川

の
出

身
で
奈
良
に
出
て
東
笹
鉾
町
に
住
ん
で
植
木
職
を
営
ん
で
い
た
。
か
れ
は
佐
紀

の
大
黒
の
芝
が
平
城
宮
の
あ
と
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
そ
の
荒
廃
を
嘆
い
て
北
浦
定
政
の
坪
割
図
を
印
刷
配
布
す
る
な
ど
し
て
そ

の
顕
彰
の
議
論
の
喚
起
に
努
力
し
た
。
ち
ょ
う
ど
明
治
三
十
二
年

(
天
九九)、
関
野
貞
の
調
査
報
告
が
出
さ
れ
、

そ

の
翌
年
に
は

『
奈

良
新
聞
』
に
そ
の
研
究
内
容
が
発
表
さ
れ
た
た
あ
、
棚
田
は
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
、
現
地
を
み
て
さ
ら
に
そ
の
志
を
強

く
し
て
有
志
の
勧

誘

に
努
め
た
。
棚
田
は
関
野
ら
か
ら
資
料
を
得
、
同
志
山
下
鹿
蔵
と
と
も
に
神
戸

に
溝
辺
文
四
郎
を
訪
ね
た
。

溝
辺
は
嘉
永
六
年
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(天
五三)
佐
紀
に
生
ま
れ
、
常

に
宮
跡
の
荒
廃
を
嘆

い
て
い
た
が
、

家
業
の
た
め
に
神
戸
に
移
り
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
溝
辺

は
三
十
七
年
に
郷
里
に
帰
り
、
棚
田
と
と
も
に
保
存
運
動

に
挺
身
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

さ
て
関
野
の
調
査
研
究
が
も
と
で
平
城
宮
跡
の
顕
彰

の
気
運
が
も

り
上
が
る
と
、
地
元
の
都
跡
村
長
岡
島
彦
三
ら
有
志

の
間
か
ら
宮
趾

に
建
標
し
、
さ
ら
に
平
城
神
宮
を
創
建
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
た
て

ら
れ
た
。
三
十
四
年
三
月
付
の
趣
旨
に

「大
極
殿
ノ
遺
趾

へ
一
大
標

木

ヲ
建
設
シ
、
生
等
微
志
ノ
ア
ル
所
ヲ
発
表
シ
、
尚
ホ
漸
次
其
規
模

ヲ
広
メ
、
終

ニ
ハ
一
大
社
殿
ヲ
創
建
シ
、
以
テ
奈
良
朝
七
代

ノ
聖
霊

ヲ
奉
祀
シ
」
と
あ
る
。
木
標
は
こ
の
年
四
月
三
日
に
朝
堂
院
趾

に
建

て
ら
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
平
城
神
宮
創
始
の
こ
と
は
、
明
治
二
十
八
年

に
創
建
さ
れ
た
京
都
の
平
安
神
宮
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
計
画
を
き
い
て
棚
田
は
塚
本
慶
尚
ら
と
そ
の
推
進
に
努
あ
、

三
十
五
年
六
月
都
跡
村
役
場
に
有
志
集
合
し
て
計
画
を
ね
っ
て
い
る
。

し
か
し
神
宮
創
建
の
計
画
は
つ
い
に
実
を
結
ば
な
か

っ
た
。
ま
た
三

十
六
年
二
月
に
は
、
「元
明
天
皇

ハ
初
メ
テ
大
帝
国
ノ
軌
範

ヲ
立

テ

給

ヒ
シ
モ
ノ
」
で
、
こ
の
宮
跡

は

「
国
家

ノ
標
ト
ナ
リ
タ
ル
処
、

大
極
殿
旧
趾
建
標
式
案
内
状

謹

啓

時

下

春

暄

之

好

時

候

益

御

健

勝

奉

賀

候

陳

ハ

這

度

平

城

宮

大

極

殿

之

旧

趾

へ

建

標

仕

一

ハ

以

テ

旧

蹟

探

訪

之

士

ノ

便

二

供

シ

将

又

無

智

田

夫

ノ

鍬

鋤

ノ

害

ヲ

防

ガ

ン

為

メ

同

志

相

謀

リ

即

チ

来

ル

四

月

三

日

ノ

佳

辰

ヲ

ト

シ

午

前

十

時

聊

建

標

ノ

式

挙

行

仕

候

間

万

障

繰

合

セ

御

臨

場

仰

度

右

御

案

内

迄

如

斯

御

座

候

敬

具追
テ
式
場
ノ
都
合
モ
有
之
候
二
付
乍
恐
縮
右
諾
否
本
月
三
十

一
日
マ
デ
生
駒
郡
都
跡
村
役
場
内
岡
島
彦
三
宛
ニ
テ
御
通
報

被
成
下
度
奉
懇
願
候

明
治
三
十
四
年

三
月
廿
六
日

水
木
要
太
郎
殿

建
標
有
志
惣
代

飯 松 大 戸 岡

田 田 沢 璧 島

灘 鴫 彦
郎 郎 二 門 三
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せ
い
ぼ
く

清
穆
ナ
ル
記
念
碑

ヲ
建
立

シ
」
よ
う
と
呼
び
か
け
た
趣
意
書
が
、
平
城
宮
址
顕
彰
会
の
名
で
配
布
さ
れ
た
が
、
時
期
尚
早
で
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
具
体
的
に
は
事
業

の
進
展
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。

や
が
て
三
十
九
年
七
月
に
な

っ
て
、
地
元
の
有
志
と
棚
田
嘉
十
郎

・
塚
本
慶
尚

・
溝
辺
文
四
郎

・
石
崎
勝
蔵

・
県
書
記
官
楯
石
験
二

郎
が
発
起
人
と
な

っ
て
平
城
宮
趾
保
存
会
の
設
立
を
相
談
し
た
。
し
か
し
な
お
実
行
に
移
ら
ぬ
う
ち
に
、
平
城
奠
都
千
二
百
年
目
に
あ

た
る
明
治
四
十
三
年

(一九
δ
)
を
迎
え
た
の
で
、
二
月
に
棚
田

・
溝
辺

・
塚
本

・
石
崎
と
県
知
事
若
林
賚
蔵
ら
が
集

ま
り
、

そ
の
記
念

の
祭
典
を
挙
行
す
る
こ
と
と
大
極
殿
跡
に
石
碑
を
建
て
る
計
画
を
た
て
た
。
こ
の
こ
と
が
聞
こ
え
て
四
月
に
は
御
下
賜
金
も
下
さ
れ
た
。

そ
し
て
十

一
月
二
十
日
に
都
跡
村
の
朝
堂
院
大
極
殿
跡
で
盛
大
な
記
念
祭
典
と
建
碑
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
つ
せ
ん

そ
し
て
そ
の
翌
年
三
月
か
ら
棚
田
は
し
ば
し
ば
上
京
し
、
知
遇
を
得
た
子
爵
岡
部
長
職
の
斡
旋
に
よ

っ
て
塚
本
と
と
も
に
名
士
を
歴

訪
し
、
平
城
宮
保
存
事
業

の
賛
同
を
得
る
こ
と
に
奔
走
し
た
。
そ
の
結
果
侯
爵
徳
川
頼
倫

・
伯
爵
徳
川
達
孝

・
男
爵
阪
谷
芳
郎
か
ら
も

同
意
を
得
、
さ
ら
に
子
爵
渋
沢
栄

一
を
は
じ
め
三
井
八
郎
右
衛
門

・
石
崎
久
弥

・
古
河
虎
之
助

・
大
倉
喜
八
郎

・
安
田
善
次
郎
ら
財
閥

実
業
界
の
人
の
賛
同
を
得
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
に
奈
良
県
知
事
折
原
己

一
郎

・
前
知
事
若
林
賚
蔵
も
加
え
て
発
起
人
と
し
、
保

存
会
の
結
成
準
備
に
入

っ
た
。
そ
の
事
業
と
し
て
は
、

一
口

一
〇
円
の
保
存
醵
金
を
募
集
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
標
石
二
八
基
を
配
置
し

て
区
域
を
明
ら
か
に
し
、
大
極
殿
跡
に
記
念
碑
を
建
て
、
所
要
の
地
積
は
保
存
会
で
買
い
取
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
大
正
元

年

(
一九
三
)
に
は
関
野
の
校
閲
し
た
宮
趾
保
存
工
事
設
計
案
が
で
き
、
塚
本
が
戸
川
安
宅

・
国
府
種
徳
二
と
と
も
に
進
め
た
諸
般
の
準

備
も
で
き
た
の
で
、
翌
二
年
二
月
、
徳
川
侯
爵
を
会
長
、
阪
谷
男
爵
を
副
会
長
に
推
し
、
塚
本

・
戸
川
を
幹
事
、
正
副
会
長
以
外
の
発

起
人
を
評
議
員
と
し
、
事
務
所
を
東
京
麻
布
飯
倉
六
丁
目
の
会
長
邸
内
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
こ
こ
に

「
奈
良
大
極
殿
趾
保
存
会
」
が

設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
大
正
天
皇
即
位
礼
の
記
念
の

一
端
と
し
て
宮
趾
保
存
に
努
力
す
る
と
の
趣
旨
を
発
表
し
た
。

そ
の
後
大
正
四
年
十
二
月
に
都
跡
村
有
志
が
こ
の
保
存
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
字
佐
紀
の
芝
の
地
四
段
七
畝
二
六
歩
を
寄
贈
し
、
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保
存
会
も
寄
付
金

一
万
二
九
六

一
円
九
六
銭
で
同
地
域

の
土
地
二
町
五
段
二
九
歩
を
購
入
し
た
。
以
上
の
土
地
は
な
お
大
極
殿
や
十
二

堂
等
の
土
壇
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
で
、
四
周
の
水
田
は
会

の
も
の
で
な
か

っ
た
が
、
六
年
四
月
に
匿
名
篤
志
家
か
ら
保
存
計
画
の
区
域

内

の
未
購
入
の
土
地
を
買
収
し
工
事
を
施
し
た
上

で
保
存
会

に
寄
贈
す
る
と
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。
こ
の
年
に
は
東

冨
の
行
啓
が
あ
り
、

ま
た
匿
名
氏
は
七

・
八
年
の
間
に
田
六
町
三
畝
二
三
歩
を
買
収
し
、
九
年
に
か
け
て
道
路

・
石
垣

・
排
水
等
の
工
事
を
実
施
し
て
寄
付

し

た
。
さ
ら
に
他
の
匿
名
氏
か
ら
田
六
段
五
畝
二
歩

の
寄
付
が
あ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
間
の
大
正
八
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存

法
が
発
布
さ
れ
、
宮
跡
を
史
蹟
に
指
定
し
て
保
存
工
事
は
国
が
行
う
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
の
で
、
十

一
年
四
月
、
保
存
会
は
保
管
の

宮
跡
地

一
切
を
あ
げ
て
国
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
地
域
の
広
さ
は
合
計
九
町
六
段
七
畝
二
〇
歩
、
時
価
で
九
万
六
七
六
〇
円
と

計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国

へ
の
寄
付
決
定
後
保
存
記
念
碑
を
建

て
る
こ
と
に
な

っ
て
十
二
年
に
こ
れ
を
依
頼
注
文
し
、
十
三
年
に
記

念
碑
の
除
幕
式
と
保
存
会
の
解
散
会
が
行
わ
れ
た

(こ
の
碑
の
裏
面
に
は
こ
の
聞
の
事
情
を
述
べ
た
十

一年
の
木
田
川
知
事
の
碑
文
が
刻
さ
れ
て
い
る

)
。

こ
こ
に
約
二
五
年
の
歳
月
を
経
、
官
民
有
志
の
奔
走

・
尽
力

・
労
苦
に
よ

っ
て
平
城
宮
跡
は
面
目
を
改
め
て
保
存

さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
保
存
事
業
と
発
掘
調
査
研
究
の
仕
事
は
国
に
引
き
継
が
れ
た
。
(国
は
昭
和
十
二
年
に
は
奈
良
県

を
こ
の
地
の
管
理
団
体
と
す
る
)。

こ
の
間
保
存
事
業
が
国
家

へ
引
き

第二章 奈良市の成立

平城宮趾保存紀念碑

継
が
れ
る
の
を
み
な
い
で
、
保
存
会

に
心
血
を
注
い
だ
溝
辺
が
大
正
七
年

に
、
棚
田
は
同
十
年
に
没
し
て
い
る
。
溝
辺
文
四
郎
は
神
戸
か
ら
郷
里
都

跡
村
に
帰

っ
て
か
ら
は
、
関
野
貞
や
喜
田
貞
吉
ら
を
現
地

に
案
内
し
て
そ

の
研
究
に
資
料
を
提
供
し
、
ま
た
保
存
会

に
は
発
起
人

と
し
て
奔
走
し
小

松
宮
か
ら
も
奨
詞
を
受
け
た
が
、
史
蹟
指
定
も
知
ら
ず

に
六
六
歳

で
没
し

た
。
ま
た
棚
田
嘉
十
郎
は
宮
跡
顕
彰
の
た
め
の
運
動

に
粉
骨
砕
身
多
く
の

私
費
を
投
じ
て
家
産
を
傾
け
る
に
い
た
る
が
、
寺
社
や
官
衙
に
植
木
を
寄
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付
し
た
り
も
し
た
。
明
治
四
十
二
年

(一九〇九)
に
は
大
阪
興
風
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
が
、
そ
の
表
彰
文
中
に

「
日
夜
苦
辛
百
方
尽
瘁

シ
、
加
之
大
極
殿
址

ノ
地
下
権

ヲ
得
テ
古
器
瓦
石
等
ノ
埋
没
物

ヲ
発
掘
シ
テ
宮
内
省
並
皇
族
方

二
献
納
シ
、
其
他
学
校
博
物
館
等

二
寄

贈

シ
学
術
上
古
美
術

ノ
参
考
研
究

二
資
シ
、
以
テ

一
意
其
保
存
ヲ
購
ゼ
リ
」
と
あ
る
。
ま
た
四
十
五
年
に
は

「
平
城
宮
大
極
殿
跡

是

よ
り
西
乾
二
十
町
」
の
大
石
標
を
三
条
通
り
に
建
て
た
。
晩
年
苦
労
が
多
く
ほ
と
ん
ど
明
を
失
い
つ
い
に
自
殺
し
た
。
享
年
六
十
二
歳
。

保
存
事
業
に
殉
じ
た
の
で
あ
る
。
奈
良
大
極
殿
阯
保
存
会
は
棚
田
の
功
績
に
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
に
、
雑
司
町
空
海
寺
に
つ
ぎ

の
刻

文

の
墓
碑
を
建
て
た
。

平
城
宮
阯

保
存
主
唱
者

棚
田
嘉
十
郎
墓

大
正
十
二
年
四
月

子
爵
岡
部
長
職
署
之

奈
良
大
極
殿
保
存
会
建
立
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4

名
勝
奈
良
の
展
開

明
治
二
十
年
代
に
ほ
ぼ
そ
の
基
礎
を
固
め
た
奈
良
公
園
は
、
三
十
年
代
に
入

っ
て
新
し
い
展
開
を
み
せ
る
こ
と
に

な

っ
た
。
明
治
二
十
九
年

(一八九六)
末
水
野
知
事
に
代
わ
り
、
翌
三
十
年
三
月
公
園
改
良
諮
詢

会
規
則
が
改
定
さ

れ
る
が

(改
良
評
議
員
を
改
良

諮
詢
委
員
に
改
任

)
、
「天
然
ノ
古
色
蒼
然
タ
ル
ノ
風
景
ヲ
存
シ
、
鹿
鳴
呶
姆
、
人
ヲ
シ
テ
古
今
ノ
感

二
堪

ヘ
ザ
ラ
シ
ム
」
と

の

方
針

で

(
『奈
良
県
政

七
十
年
史
』
)
、
引
き

つ
づ
き
楓

・
桜

・
柳

・
松

・
百
日
紅

の
植
樹
が
す
す
め
ら
れ
た

(触
嚇
梛
論

彬
囎
嫡
肋
植
)。

三
十
三
年

一
月
、
寺
原
知
事
は
、
公
園
山
林
部
の
立
木
の
伐
採
を
内
務
省
に
上
申
す
る
。
伐
木
の
売
却
代
金
を
も

っ
て
、
公
園
内
に

奈

良

公

園

の

整
備
と
諸
施
設



介
在
す
る
民
有
地
の
買
収
と
そ
の
改
良
整
備
を
行
う
財
源

に
あ
て
る
と
と
も
に
、
伐
採
地
に
杉
檜
苗
を
植
え
て

「百
年
の
収
益
」
を
あ

げ

る
方
途
を
講
ず
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
政
府
か
ら
、
伐
採
す

べ
き
樹
木

・
区
域
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、
買

入
予
定
地
を
精
査
し
て
改
あ
て
申
請
す
る
よ
う
指
示
が
あ

っ
た
。
県

で
は
土
倉
庄
三
郎
ら
四
人
の
大
山
林
地
主
に
諮
問
し
て

「奈
良
公

園
森
林
改
良
意
見
」
の
答
申
を
受
け
、
精
確
な
施
業
案
を
ま
と
め
て
十

一
月
に
再
上
申
、
同
月

「毫
モ
風
致

ヲ
損
セ
サ
ル
様
篤
ト
注
意
」

す

る
こ
と
を
条
件
に
許
可
さ
れ
た

(『奈
良
公
園
史
』。
翌
年
三
月
、
伐
採
に

か
か
わ
る
林
道
開
設
も
許
可
さ
れ
る

)
。

こ
の
山
林
伐
採
に
よ
る
公
園
の
改
良
は
、

一
〇
か
年
計
画
で
実
施
さ
れ
、
四
十
三
年
度
ま
で
に
宅
地

・
田
畑

・
山
林
な
ど
二
万
五
八

六
五
坪
の
民
有
地
の
買
収
、
芳
山
林
道
の
開
削
、
九
五
万

一
八
七
五
本

に
及
ぶ
杉
檜
苗

の
植
栽
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
花
樹
の
栽
植
、
道

路

の
改
修
、
雪
消
沢

・
鷺
池
の
造
営
、
春
日
野
運
動
場
の
建
設
な
ど
多
様
な
事
業
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

事
業
が
進
行
中
の
明
治
三
十
七
年
四
月
、
二
六
年
に
わ
た

っ
て
東
京
帝
国
大
学
で
医
学
を
講
じ
、
日
本
近
代
医
学

の
父
と
い
わ
れ
た

ド
イ
ッ
人
医
師
ベ
ル
ツ
が
奈
良
を
訪
れ
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

奈
良
公
園
は
日
本
で
一
番
美
し
い
公
園
だ
と
思
う
。
日
光
よ
り
も
好
き
だ
。

第二章 奈良市の成立

鶯滝(大 正初年ごろ)

な
ん
と
な
く
自
然
的
な
雄
大
さ
が
あ
り
、
よ
く
あ
る
箱
庭
趣
味

に
よ

っ
て
ゆ

が
め
ら
れ

て
い
な

い
。
特

に
こ
せ

こ
せ
し
た
築
山

や
引

き
ず

っ
て
き

て
す

え

つ
け
た
岩
石
な
ど

の
な

い
の
が
気
持
よ

い
。
も
ち
ろ
ん
こ
ん
な
も

の
は

こ
こ

で
は
必
要
が
な

い
。
何
し
ろ
自
然
そ

の
も

の
が
背
景

に
丘
陵

山
岳
を
配

し
、

前
景

の
地
形
を
優
雅

に
構
成
し

て
い
る
か
ら
だ
。
道
路
は
清

潔

で
あ

る
。

樹

木

の
あ

い
だ
か
ら

は
寺
院
や
黄
色

い
模
様

の
あ
る
緑

の
野
や
、
そ

の
端

の
青

い
山
が

の
ぞ

い
て
い
る
。

(中
略
)
お
よ

そ
地
方

に
こ
れ
以
上
理
想
的

の
平

和
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奈良県公会堂(北1号 館、創建当時)

な
風
景
は
あ
り
得
な
い
。

(
『ベ
ル
ツ
の

日
記
』
下

)

公
園
の
改
良
整
備
が
す
す
め
ら
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
春
日
奥
山
周
遊
道
路

な
ど
公
園
内
に
い

ろ
い
ろ
の
施
設
が

つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

春
日
奥
山
周
遊
道
路
は
、
奈
良
実
業
協
会

の
提
唱

(明
治
三
十
年
開
削
の
議
を
お

こ
し
、
水
野
知
事
に
陳
情

)
を
受
け
入
れ
て

奈
良
県
が
、
明
治
三
十
二
年

(
天
九九)
か
ら
翌
年
に
か
け
て
こ
れ
ま
で
の
林
道
を
二
間
に
拡
幅

す
る
改
修
工
事
を
実
施
し
て
で
き
た
も
の
で
、

三
十
三
年
十
二
月

に
そ
の
開
通
式
を
行

っ
た

(
こ
れ
よ
り
先
、
三
月
に
開

鑿
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
)。

こ
の
道
路
は
全
長
五
七
八
六
間

(趣
。)、
若
草
山
と
春
日
山
の
山
峡

の

月
日
磐
か
ら
水
谷
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
鎌
研
山
に
い
た
り
、
そ
れ
か
ら
花
山
と
芳
山
と
の
間
を

通
り
、
地
獄
谷
の
近
く
に
出
て
春
日
山
の
南
辺
を
ま
わ
り
滝
坂
に
出
る
道
で
あ
る
。

こ
の
道
筋

の
う
ち
鎌
研
山
か
ら
は
若
草
山
三
重
目
の
鶯
塚
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
花
山

の
東
北
隅
か
ら
は

鶯
滝
が
近
く
、
そ
の
奥
に
は
三
十
六
年
に
興
福
寺
練
行
場
が
で
き
て
歓
喜
天
が
祀
ら
れ
た
。
そ

し

て
道
路
東
南

の
大
曲
か
ら
は
春
日
山
石
窟
仏
や
地
獄
谷
石
窟
仏
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
滝
坂
に
下
る
道

に
は
石
仏

が
多

い
。

こ
の
周

遊
道
路

の
沿
線
は
鶯
滝
を
は
じ
め
天
然
の
風
光
に
恵
ま
れ
、
月
日
磐
や
滝
坂
な
ど
紅
葉
の
名
所
も
あ

っ
て
、
し
だ
い
に
遊
覧
客
を
招
く

よ
う
に
な

っ
た
。
な
お
こ
の
道
を
自
動
車
道
路
と
す
る
こ
と
で
、
の
ち
に
問
題
が
お
こ
る

(第
四
章
第

三
節
3
)
。

す
で
に
博
物
館
や
県
庁
舎
の
新
営
を
み
て
い
た
が
、
三
十
年
代
に
入

っ
て
公
会
堂
や
物
産
陳
列
所
が
建

て
ら
れ
た
。
奈
良
県
公
会
堂

は
二

つ
の
建
物
か
ら
な

っ
て
い
て
、
南
二
号
館
は
も
と
明
治
二
十

一
年
に
第
六
十
八

・
第
三
十
四
国
立
銀
行
の
奈
良
支
店
が
集
会
所
と

し
て
建
て
た
奈
良
倶
楽
部
を
、
三
十
三
年
に
県
が
二
万
六
〇
〇
〇
円
で
買
収
し
、
集
会
所
ま
た
は
迎
賓
館
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
た

も

の
で
あ
る
。
北

一
号
館
は
新
し
く
県
が
三
万
円
で
建

て
た
も
の
で
、
設
計
者
は
県
の
古
社
寺
修
理
技
師
土
屋
純

一
、
三
十
六
年
に
竣
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工
し
た
。
こ
の
公
会
堂
は
、
四
十

一
年

の
陸
軍
特
別
大
演
習

の
折

の
奈
良
大
本
営
と
な

っ
て
十

一
月
十
日
か
ら
十
五

日
ま
で
明
治
天
皇

の
御
在
所
と
な
り
、
大
正
五
年

(
一九
ゴハ)
の
神
武
天
皇
二
千
五
百
年
式
年
祭
の
時
に
は
天
皇
皇
后
の
宿
所
と
な
り
、

そ
の
後
も
公
式

の

こ
と
に
使
用
さ
れ
た

(
一九
八
七
年

に
新
築
落
成
)
。

奈
良
県
物
産
陳
列
所
は
博
物
館
の
東
南
方
に
建

て
ら
れ
、
三
十
五
年
に
竣
工
し
た
。

こ
の
建
物
は
関
野
貞
の
設
計

に
よ
る
も
の
で
、

宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂
を
模
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
和
風
様
式
を
主
と
す
る
が
窓
そ
の
他
に
は
洋
風
要
素
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
時
期
を
代
表
す
る
建
築
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
物
産
陳
列
所
は
、

の
ち
奈
良
県
商
品
陳
列
所
、
さ
ら
に
奈
良
県
立
商
工
館
と

改
称
さ
れ
る
。
大
正
三
年

(
一九
西
)
の
陳
列
品
は
表
41
の
と
お
り
で
奈
良

の
土
産
物
や
物
産
の
傾
向
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

第二章 奈良市の成立

奈良県物産陳列所(創建当時)

表41奈 良県物産陳列所 の陳列品(大 正3年)

品目 点数 品目 点数

繊 維 類 574 打 刃 物 1,473

漆 器 類 964 図書印刷物 1,384

陶 磁 器 385 扇子団扇類 797

筆 墨 類 7,245 木 竹製 品 2,156

彫 刻 物 1,021 飲 食 物 1,140

角 細 工 3,583 そ の 他 756

大正5年 『奈良市勢』 による。

表42奈 良県物産陳列所縦覧人数

年 度 縦覧人数
左の うち
外国人数

明治38 70.184 675

39 72 504 380

40 72 288 330

41 104 545 353

42 69 851 400

43 56 625 707

44 60 076 737

大正元 65 443 879

2 72 768 1,121

3 150 329 1,000

大正5年 「奈良市勢』 による。
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鷺池 と浮見堂(大 正8年 ごろ)

明
治
三
十
八
年

(
一九
〇五)
か
ら

一
〇
年
間
の
縦
覧
者
数
は
表
42
に
示
し
た
と
お
り
で
、
外
国

人
の
観
覧
の
あ

っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
構
内
に
は
四
十

一
年
に
動
物
飼
育

場
が
作
ら
れ
、
鶴
や
猿
や
孔
雀
な
ど
が
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
県
が
浅
茅
ヶ
原
に
八
角
亭

(丸
窓
)
を

つ
く

っ
た
の
も
、
春
日
野
に
月
日
集
会
所

(
の
ち
月
日
亭
と
呼
び
大
正
五

年
か
ら
大
軌
に
貸
与
さ
れ
る
)
を
建
て
た
の
も
明
治
三
十
五
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

つ
い
で
四
十

一

年
に
蓬
莢
池

(鷺
池
)
が
竣
成
、
四
十
四
年
ご
ろ
か
ら
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
る
よ
う
に
な
り
、

大
正
五
年
に
は
浮
見
堂
も
で
き
る
。

ま
た
、
若
草
山
の
麓
の
野
田
の
地
に
、
明
治
四
十
三
年
五
月
、
八

一
二
五
坪
の
春
日
野
運

動
場
が
竣
工
、
自
余
の
追
工
事
も
終
え
て
、
十

一
月
二
十

一
日
の
平
城
遷
都
千
二
百
年
祭

に

あ
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
な
お
大
正
二
年

(
一九
三
)
に
野
球
場
と
し
て
も
使
え
る
よ

う
施
設
を
加
え
て
い
る
。

奈
良

公

園

と

き

り

は

な

せ

な

い

も

の

に
、

鹿

が
あ

る
。

古

来

春

日
神

社

の
神

鹿

と

し

て
特

別

の
保

護

が
与

え

ら

れ

鹿

と

角

伐

り

て
き

た

の
だ

が
、

明
治

の
は

じ

め

四
条

隆

平

県

令

の
時

代

に
受

難

の
運

命

に
見

舞

わ

れ

た

。

明

治

五

年

(
天
七
二
)

二

月

の
新

聞

に

「
古

来

禁

断

の
場

所

、

春

日
山

の
鹿

を

狩

る
」

と

し

て
、

つ
ぎ

の

よ
う

な

記

事

が

あ

る

(
『新
聞
雑

訟ゆ』
三
三
)
。

正
月
十
六
日
奈
良
県

二
於

テ
、
県
令

ヲ
初

メ
其
他
官
員
数
名
遊
獵

ヲ
催

シ
、
春

日
山

ノ
鹿
数
十
匹

ヲ
狩
リ
取

レ
リ
、

土
俗
古

ヨ
リ
鹿

ヲ
殺

セ

ル
者

ハ
必
ズ
神

罰

ヲ
蒙

ル
ナ
ド
云
ヒ
伝

エ
、
大

二
之

ヲ
忌

ミ
憚

リ
シ
ガ
、
此
挙
果

シ
テ
土
人

ノ
恐
怖
大
方

ナ
ラ
ズ
、
然

ル
ニ
其
後
少

シ
ノ
異
議

モ
之

ナ

キ

ニ
ヨ
リ
、
却

テ
従
来

ノ
妄
説

ヲ
悔
悟

シ
、
皆

々
安
堵

ノ
思

ヒ
ヲ
ナ
セ
リ
ト
云

四

条

県
令

は
、

興
福

寺

の
土

塀

を

と

り

こ

わ

し

た

り
、

若

草

山

に
牛

の
放

牧

場

を

つ
く

っ
た

り
、

と

か

く
話

題

の
多

い
人

だ

っ
た

が
、
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第二章 奈良市の成立

大
鹿
に
馬
車
を
引
か
せ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
鹿
害

(鹿
が
農
作
物
を

食
い
荒
ら
す

)
を
防
ぐ
た
あ
、
六
年
四
月
、
春
日
野
の

一
角
に
柵
を

め
ぐ
ら
し
て
鹿
園
を
設
け
、
こ
こ
に
鹿
を
収
容
し
た
。
狭
い
と
こ
ろ

へ
多
数
の
鹿
を
押
し
こ
め
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
鹿
が
相

つ
い
で

病

に
た
お
れ
、
わ
ず
か
三
八
頭
に
激
減
し
た
と
伝
え
る
。

そ
の
年
十

一
月
藤
井
千
尋
権
県
令
に
代

っ
て
か
ら
鹿
の
保
護
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
翌
七
年
鹿
園

が
春
日
神
社
に
引

き
渡
さ
れ
、
八
年
に
は
春
日
神
社
に
神
鹿
保
護
団
体
と
し
て
白
鹿
社
が
結
成
さ
れ
た
。
九
年
を
迎
え
て
鹿
園
か
ら
鹿
を
解
放
す
る
こ
と

に
な
り
、
十

一
年
に
は
神
鹿
の
殺
傷
禁
止
区
域
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
な
ど
が
あ

っ
て
、
鹿
は
し
だ
い
に
そ
の
数
を
ふ
や
し

て
い

っ
た
。
明
治
十
二
年

一
月
二
十

一
日
付
の

『東
京
曙
』
は
、

あ
ま

た

(
っ
)

春
日
野
へ
四
丁
四
方
の
柵
を
結
び
、
夥
多
の
鹿
を
追
ひ
込
み
た
る
に
よ
り
、
窮
屈
な
る
に
苦
し
み
、
漸
々
に
斃
れ
て
既
に
鹿
の
種
も
絶
へ
べ
き
程

な
り
し
が
、
近
ご
ろ
其
柵
矢
来
も
風
雨
の
為
め
に
倒
れ
て
鹿
は
僅
に
不
辱
自
由
の
身
と
な
り
、
折
々
に
は
市
中
へ
も
出
る
事
に
な
り
し
が

(中
略
)

漸
く

一
昨
年
ご
ろ
よ
り
子
な
ど
も
殖
て
、
春
日
の
景
色
を
整
へ
し
か
ば
、
古
風
を
存
す
る
事
を
喜
ぶ
人
も
多
か
り
し
が

(後
略
)

と
し
、
近
々
柵
矢
来
を
修
理
し
、
ふ
た
た
び
鹿
を
幽
囚
す
る
風
聞
が
あ
る
と
報
じ
て
い
る

(
『奈
良
県
政

七
十
年
史
』
)
。

こ
の
年
奈
良
を
訪
れ
た
モ
ー
ス

(
ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
で
御
雇

外
人
教
師
、
大
森
貝
塚
発
見
者
)
は
、
「静
か
な
道
路
、
深
い
蔭
影
、
村
の
街
路
を
長
閑

に
歩
き
廻
る
森
の

鹿
」
と
記
し
、
十
五
年
に
も
再
来
し
て

「奈
良
で
は
鹿
が
森
か
ら
出
て
来
て
町
々
を
歩
き
廻
る
。
私
は
手
か
ら
餌
を
与
え
よ
う
と
し
た
」

と
書
き
と
め
て
い
る

(
『日
本
そ
の

日
そ
の
日
』
)。

明
治
二
十
年

(天
八七)
奈
良
県
が
再
設
置
さ
れ
る
と
、
農
民
た
ち
は
鹿
害
を
訴
え
て
神
鹿
放
飼
区
域
の
縮
小
を
願

い
出
た
。

二
十
三

年

二
月
、
県
は
殺
傷
禁
止
区
域
H
放
飼
区
域
を
春
日
神
社
境
内
と
奈
良
公
園

(春
日
奥
山

を
含
む

)
に
限
り
、
農
民
の
要
望
に
こ
た
え
る
と
と
も

に
区
域
内
の
神
鹿
を
保
護
す
る
こ
と
に
し
た
。
翌
二
十
四
年
七
月
に
は
、
町
長
橋
井
善
二
郎
ら
有
志
二
八
人
に
よ

っ
て
春
日
神
鹿
保
護

会

が
結
成
さ
れ
、
二
十
五
年
、
春
日
参
道
の
北
側
、
通
称

「北
山
」
の
地
に
木
柵
を

つ
く

っ
て
鹿
園

(周
囲
二
四
〇
間
、

面
積
三
六
〇
〇
坪
)
を
建
設
、

夜
間
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鹿 寄 せ

の
み
神
鹿
を
収
容
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
九
月
二
十
五
日
の
竣
工
祭

に
あ
た

っ
て
遊

歩
中
の
鹿
を
ラ
ッ
パ
で
呼
集
し
た
。
こ
れ
が
鹿
寄
せ
の
は
じ
め

で
あ
る
。
鹿
園
は
、

そ
の
後
三
十
六
年
に
や
や
東
方
に
移
さ
れ

(い
ま
の
万
葉
植

物
園
の
と
こ
ろ
)、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柵

に
改

め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
あ

っ
て
明
治
末
年
に
は
、
鹿
は
七
〇
〇
頭
を
数
え
る

よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
な
お
鹿
園
は
、
昭
和
四
年

(
一九
二九
)、

飛
火
野

の
東
部
に

移
さ
れ
、
角
伐
り
場
が
付
設
さ
れ
る
。

鹿
の
角
伐
り
は
、
明
治
元
年

(
一八六八
)
以
来
中
絶
、
二
十
四
年

二
月
、

一
の
鳥
居

内
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
が

つ
づ
か
ず
、
二
十
九
年
秋
、
有
志
ら
の
手
に
よ

っ

て
再
興
さ
れ
た
。
春
日
神
社
境
内
に
竹
矢
来
や
棧
敷
を
設
け
て
、

二
日
間
に
わ
た
り

観
覧
に
供
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
毎
年
十
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奈

良
の
年
中
行
事
の

一
つ
と
な

っ
た
。
な
お
、
角
伐
り
は
、
大
正
十

四
年

(
一九二五)
に

残
酷
だ
と
し
て
い
ち
じ
中
止
に
な
る
が
、
昭
和
三
年

(一九
二八)
に
復
活
す
る

(轍
鮃
耕

騨

犠
黶
舘
篇
穐
)。
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つ
い
で
な
が
ら
、
角
伐
り
以
外
の
年
中
行
事
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
明
治
十

一
年
春
日
若
宮
社
の
お

ん
祭
が
十
二
月
十
七
日
に
か
わ
り
、
十
八
年
三
月
、
旧
儀
復
興
の
沙
汰
が
あ

っ
て
春
日
祭
が
勅
祭
と
な
り
、
二
十

一
年
の
節
分
か
ら
春

日
神
社
の
万
灯
籠
が
始
ま

っ
た
。
若
草
山
の
山
焼
き
は
、
十

一
年
二
月
二
十
三
日
に
復
活
挙
行
さ
れ
、
三
十
三
年
二
月
十
七
日
か
ら
午

後
六
時
か
ら
の
夜
間
行
事
と
な

っ
た

(四
十
三
年
か
ら
、
そ
の
運
営
が
寧

楽
会
有
志
か
ら
県
に
移
さ
れ
る

)。
薪
能
は
、
す
で
に
早
く
明
治
二
年

二
月
と
十
五
年
五
月

に
行
わ
れ

た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
永
続
き
せ
ず
、
昭
和
十
八
年

(
一九四三)
に
復
興
、
翌
年
も
挙
行
さ
れ
た
が
戦
争

の
激
化
で
ま
た
ま
た



中
絶
す
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉
天
心
の
古
社
寺
調
査
が
あ

っ
て
、
奈
良
は
古
美
術
の
宝
庫
と
し

て
人
々
の
意
識
に
の
ぼ
る
よ

遊
覧
客
の
増
加

う
に
な

っ
た
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
日
本
を
去
る
前

の
年
、
明
治
二
十
二
年

(天
八九)
に

『
日
本
美
術
論
』
を
著
し
、

奈
良
が
西
欧
の
ギ
リ
シ
ア

・
ロ
ー
マ
に
あ
た
る
こ
と
を
強
調
し
、
奈
良

の
市
民
が

「
日
本
美
術
復
古

ノ
唱
導
者
ト
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」
呼

び
か
け
た
。
そ
う
し
た
き

っ
か
け
で
、
奈
良
を
東
洋

の
ロ
ー
マ
と
み
る
意
識
が
ひ
ろ
ま

っ
た
。
た
と
え
ば
明
治
三
十

三
年
の

「奈
良
公

ロ

　

マ

園
森
林
改
良
意
見
」
に
も
、
「東
洋
の
羅
馬
府
タ
ル
奈
良
」
と
い
っ
た
表
現
が
み
え
る

(
『奈
良
公

園
史
』

)。
他
方
、
廃
仏
毀
釈
と
上
知
令
に
よ

っ

て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
寺
社
も
、
明
治
三
十
年
に

「古
社
寺
保
存
法
」
が
で
き
た
こ
ろ
か
ら
復
興

の
気
運
に
向
か

っ
た
。
二
十

一
年

第二章 奈良市の成立

鹿の角伐り

奈
良
公
園
の
拡
張
が
実
現
、
三
十
年
代

に
か
け
て
そ
の
整
備
も
す
す

ん
だ
。
観
光
都
市

と
し
て
の
素
地
が
固
ま
り
、
人
々
を
奈
良

に
誘
う
こ
と
に
な

っ
た
。
奈
良

へ
の
遊
覧
客

は
、
明
治
十
年
代
か
ら
し
だ
い
に
ふ
え
て
き
て
い
た
が
、
鉄
道
の
発
達
は
、
そ
の
飛
躍

的
な
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に

(
第
二
章
第

一節
3
)
、

明
治
二
十
五
年
大

阪
湊
町
に
鉄
道
が
通
じ
、
二
十
九
年

に
は
京
都
と
結
ば
れ
、
三
十

一
年
大
仏
鉄
道
が
で

き
て
名
古
屋
方
面
と
、

つ
い
で
翌
年

に
は
桜
井
方
面
と
結
ば
れ
た
。
鉄
道
の
開
通
以
前
、

京
都
か
ら
は
京
街
道
、
大
阪
か
ら
は
暗
峠
越
え
、
伊
勢

・
初
瀬
方
面

か
ら
は
初
瀬
街
道

を
利
用
し
て
奈
良

に
足
を
運
ん
で
い
た
人
々
は
、
ほ
と
ん
ど
鉄
道
に
よ
る
こ
と
に
な

っ

た
。

こ
れ
ま
で
長
く

つ
づ
い
て
き
た
お
伊
勢
ま
い
り
の
旅
人
は
、
大
和
路
か
ら
そ
の
姿

を
消
し
た
。
名
所
巡
礼
的
な
性
格

の
強
か

っ
た
奈
良

へ
の
旅
は
、
し
だ
い
に
近
代
的
な

観
光
の
性
格
を
色
濃
く
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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『奈 良市勢 』(大正5年)の 口絵

奈
良

へ
の
旅
客
数

に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
九
年
五
月
、
投
宿
人

一
万
三
七
九

三
人
、
出
立
人

一
万
三
九
二
六
人
、
滞
在
人
三
九
三
三
人
、
日
帰
り
の
外
国
人

一

九

一
人
と
い
う
数
字
が
あ
る
。

つ
い
で
三
十
五
年
、
奈
良

へ
の
遊
覧
客
は
年
間

一

〇
〇
万
人
に
達
し
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
内
宿
泊
客
は
九
万
六
〇
〇
〇
人
、
外
国
人

の
来
訪
者
九
三
九
人
、
内
宿
泊
者
は
三

一
一
人
だ

っ
た
と
い
う

(献
犹
乱
硲
剛
齣
燉
伴
椀

齢
防
)
。
大
正
五
年

(
一九
ニハ)
の

『奈
良
市
勢
』
に
よ
る
と
、
旅

館
宿
泊
者
は
、
明

治
三
十
九
年

に
約

一
〇
万
人
、
以
後
約

一
〇
年
間
は
平
均

一
三
万
人
ぐ
ら
い
で
、

大
正
期

に
は
遊
覧
客

の
総
数
二
〇
〇
万
人
、
外
国
人
宿
泊
客

一
〇
〇
〇
人
ぐ
ら
い

だ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

奈
良

へ
の
遊
覧
客

の
特
徴
と
し
て
、
修
学
旅
行
生
の
占
め
る
率
の
高
い
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
最
初
の
修
学
旅
行
生
は
、
こ
れ
ま
で
明
治
二
十
六
年

(
天
九三)

に
三
宅
米
吉
博
士
に
連
れ
ら
れ
て
京
街
道
か
ら
奈
良
に
入
り
、

対
山
楼

(後
述
)

に
泊
ま

っ
た
東
京
高
等
師
範
学
校
歴
史
科
の
学
生
た
ち
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、

こ
れ
よ
り
も
早
く
、
二
十
二
年
七
月
、
滋
賀
県
師
範
学
校

の
職
員
生
徒
八
六

人
が
奈
良

・
大
和
路
を
訪
れ
て
お
り
、
二
十
五
年

に
は
、
京
都

の
下
京
高
等
小
学
校
生

一
三
〇
人
が
手
向
山
八
幡

・
法
隆
寺
に
参
拝
し
、

鹿
児
島
高
等
中
学
校
造
士
館

の
生
徒
職
員
二
一二
〇
人
が
春
日
神
社
に
参
拝
し
て
い
る

(鈴
木
良
編
『奈

良
県
の
百
年
』
)。
修
学
旅
行
は

日
露
戦
争
後
ふ
え

て
く
る
が
、
小
学
生
の
場
合
は
日
帰
り
が
多
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

奈
良
め
ぐ
り
の
隆
盛
を
重
く
み
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
明
治
四
十

一
年
八
月
青
木
奈
良
県
知
事
は
、
県
下
の
社
寺

に
対
し
て
つ
ぎ
の
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よ

う

な

通

達

を

出

し

て

い
る

(
『奈
良
公

園
史
』

)
。

つ
と

県
下

ノ
古
社
寺

ハ
名

勝
旧
蹟

ト
相
関
聯

シ
、
美
術

ノ
淵
叢

ト
シ
テ
其
名
夙

二
著

シ
、
内
外
人

ノ
来
観
者
年
々
其
数

ヲ
増
加

シ
、
今
後
尚
益
々
多

キ

ヲ
加

ヘ
ン
ト

ス
ル
ノ
状
況

ナ

ル
ヲ
以

テ
、
当
該
社
寺

ノ
管
理
者

ハ
勿
論
、
其
所
在
地

二
於

テ

ハ
宜
ク
此
点

二
注
意

シ
境
内
外

ヲ
清

掃

シ
、

建
物

及

え
ん

り

道

路

ヲ
修

理
シ
、
庭
園
又

ハ
垣
籬

ノ
類

二
至

ル

マ
テ
常

二
手
入

ヲ
怠

ラ
ス
、
専

ラ
風
致

ノ
保
存

ヲ
図
リ
、
或

ハ
簡
易

二
什
宝

ノ
展
覧
又

ハ
休
憩

ヲ

わ
か

為

ス
コ
ト

ヲ
得

セ

シ
メ
、

写
真

・
絵
葉
書
若

ク

ハ
縁
起
書
等

ヲ
調
製

シ
テ
需
要
者

二
頒

ツ
等
、
必
要

二
応

シ
諸
般

ノ
施

設

ヲ
完
備

シ
テ
観

覧
者

二

た
や
す

便
宜

ヲ
与

へ
、

一
ハ
以
テ
輙

ク
千
古

ノ
美
術

ヲ
紹
介

シ
、
其
特
色

ヲ
発
揮

ス
ル
ト
共

二
、
併

セ
テ
風
光

ノ
美

ヲ
添

フ
ル
コ
ト

ニ
努

メ
、
名
勝

地

ト

一
致

シ
テ

一
層
古
社
寺

ノ
光
彩

ヲ
放

チ
、
内
外
来
遊
者

ヲ
シ
テ
観
光
上
遺
憾

ナ
カ

ラ
シ
ム
ル
コ
ト

ヲ
期

セ
ラ
ル
ヘ
シ

遊

覧

客

の
誘

致

の

た
あ

、

明

治

二
十

六

年

(
天
九
三
)
奈

良

遊

園

株

式

会
社

が

設
立

さ

れ
、

本

社

を

浅

茅

ケ
原

に

お

名

所

見

物

-

い

て
、

亭

舎

・
庭

園

・
温

泉

場

な

ど

の
施

設

を

つ
く

っ
た

り

し

た
。

ま

た
、

二
十

八
年

に

は

、

「
案

内

人

取

締

規

則

」

が
制

定

さ

れ
、

名

勝

古

跡

の
案

内

人

は
警

察

署

か

ら

免

許

鑑

札

を

受

け

て
営

業

す

る

こ
と

に
な

り
、

ロ
キ
行

為

(敵
縮
睦
鍬
嗹
儲
鄭
詑
齣

嘸
驩
綬
)

な

ど
客

に
不

利

・
迷

惑

と

な

る
行

為

は
厳

重

禁

止

と

な

っ
た

(
興
立
舎
の
名
所
案
内
人
制
度
が
く
ず
れ
た
あ
と
、

案
内
人
が
ど
う
な
っ
て
い
た
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
)
。

こ
れ
よ
り
先
、
二
十
三
年
に
倭
馬
車
会
社
が
で
き
て
乗
合
馬
車
を
走
ら
せ
た
こ
と

が
あ

っ
た
が
、
や
が
て
名
所
見
物
の
足
と
し
て
人
力
車
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ

た
。
明
治
後
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
人
力
車
の
台
数
の
推
移
は
、
表
43
に
み
ら
れ
る

と
お
り
だ
が
、
明
治
三
十
二
年
の

『奈
良
繁
昌
記
』
は
、
人
力
車

の
帳
場
と
し
て
元

林
院
町
の
元
清
、
今
御
門
町
の
丸
伊
、
角
振
町
の
角
松
を
あ
げ
て
い
る
。
客
待
ち
の

人
力
車
の
多
か
っ
た
三
条
停
車
場

・
大
仏
停
車
場
か
ら
の

「
人
力
車
賃
金
表
」
も
の

せ
て
い
る
が

(六
九
警
、
表

20
・21
参
照
)、
奈
良
め
ぐ
り
の
賃
金
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
付
記
し
て
い
る
。

表43人 力車数

年 次 車両数

明治38 228

39 245

40 253

41 269

42 298

43 313

44 347

大正元 324

2 320

3 323

『奈良市勢』による。
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。
金
弐
拾
五
銭

春
日
大
仏
興
福
寺
へ
付
廻
り

。
金
参
拾
五
銭

半
旦
雇
切

。
金
六
拾
銭

名
所
見
物
廻
り

一
旦
雇
切

で
い
ね
い

但
し
、
雨
天
及
び
道
路
泥
濘

の
節
は
賃
金

四
割
増
、
夜
間
は
二
割
増

に
て
待
合
時
間
は

一
時
間
金
参
銭
以
内
、

。
二
人
乗
は

一
人
乗

へ
半
額

ひ
き

を
増
す
、

。
二
人
輓

は
二
倍

の
定
め
な
り

ま

た
別

に

「
名

所

案

内

賃

金

」

と

し

て

。
金
拾
弐
銭

一
ト
廻

り

。
金
廿
五
銭

一
日
付
廻
り

。
金
拾
五
銭

半

日
廻

。
金
卅
五
銭

七
大
寺
廻
り

ひ
き

こ

名
所
案
内
賃
金
は
兎
も
角
も
、
人
力
車
賃
金
は
極
め
て
厳
重
に
取
締
り
あ
る
を
以
て
、
万

一
輓
子
に
し
て
法
外
の
賃
金
を
請
求
す
る
か
若
く

ら
ち

は
不
都
合
を
認
む
べ
き
行
為
あ
る
時
は
、
直
ち
に
停
車
場
構
内
な
る
各
頭
取
へ
掛
合
ひ
な
ば
、
彼
是
な
く
埓
あ
く
な
り

と

の
記
載
も
あ
る
。
当
時
、
人
力
車
に
乗

っ
て
奈
良
を
め
ぐ
る
旅
人
の
姿
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
書
は
、
末
尾
に

「名
所
の
枝
折
」
を
掲
げ
、
「市
内

の
名
所
古
蹟
及
び
寺
院
」
を
網
羅
し
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

そ

の
主
な
も
の
を
摘
記
す
る
と
、
三
条
停
車
場
に
始
ま
り
、
開
化
陵

・
率
川
社

・
猿
沢
池

・
采
女
社

・
興
福
寺
諸
堂

・
荒
池

・
瑜
伽
山

・

浅
茅

ヶ
原
遊
園

・
春
日
野

・
春
日
神
社

・
白
藤
滝

・
蝙
蝠
の
窟

・
洞
紅
葉

・
月
日
窟

・
鶯
滝

・
若
草
山

・
手
向
山
社

・
東
大
寺
諸
堂

・

正
倉
院

・
北
山
十
八
間
戸

・
般
若
寺

・
雲
井
坂

・
轟
橋

・
氷
室
社

・
博
物
館

・
極
楽
院

・
十
輪
院

・
新
薬
師
寺

・
白
毫
寺

・
元
興
寺
な

ど

で
あ
る
。
と
て
も

一
日
で
は
ま
わ
り
き
れ
な
い
が
、
遊
覧

n
-
K
S
順
に
従

っ
て
並
べ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

遊
覧
客

の
た
め
の
案
内
書
も
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
す
で
に
明
治
中
期
に
、

『奈
良
独
案
内
』

金
沢
昇
平

明
治

十
二
年

『大
和
名
所
巡
覧
記
』

金
沢
昇
平

明
治
二
十
四
年
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『日
本
名
勝
誌
』

野
崎
城
雄

明
治
二
十
六
年

『奈
良
の
名
所
』

水
木
要
太
郎

明
治
二
十
八
年

　　
　
　
　

『奈
良
の
し
る
べ
』
水
木
不
孤
庵

二
十
八
年

『奈
良
名
勝
順
路
案
内
」
市
川
・
塚
田

二
十
九
年

と
い

っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
名
所
見
物
の
順
路
に
し
た
が

っ
て
説
明
し
た
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
鉄
道
が
発
達
し
て

遊
覧
客
が
増
大
す
る
に
と
も
な
い
、
本
格
的
な
案
内
書
が
現
れ
て
く
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
の

一
つ
は
、
前
奈
良
博
覧
会
長
で
博
物

館
と
公
園
事
務
を
嘱
託
さ
れ
て
い
た
鳥
居
武
平
が
三
十

一
年
に
著
し
た

『
美
術
淵
源
大
和
周
遊
誌

(奈
良
市
の
部
)』

で
、
美
術
に
重
点

を
お
い
た
案
内
書
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
あ
げ
る
べ
き
は
西
田
誠
三

(雲
突
坊
)
が
明
治
三
十
二
年
に
著
し
た

『奈
良
繁
昌

記
』

が
あ
る
。

そ
の
例
言
に
名
所
古
蹟
の
書
は
あ
る
が
、
商
工
業
の
著
が
な
い
故
に
こ
れ
を
著
す
る
と
あ
る
が
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
名
所
古
跡
の

由
来
も
書
か
れ
て
お
り
、
案
内
書
と
し
て
の
内
容
も
備
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
三

英文の奈良案内書

十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
水
木
要
太
郎
執
筆

の

『大
和
巡
』
で
、
第

五
回
勧
業
博
覧
会

奈
良
県
協
賛
会
の
編
集
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
書
の
約
半
分
が
奈
良
に
あ
て
ら
れ
、

歴
史
的
美
術
史
的
な
立
場
か
ら
書
か
れ
た
何
よ
り
の
案
内
書
で
あ
る
。
ほ
か
に

『大

和
名
所
鉄
道
唱
歌
』
(安
藤
留
治
著
、

三
三
年

)
『
奈
良

の
公
園
』

(歓
齣
佃
腱
調
鮓
爛
跚
細
齣
鯱
臟
)
な
ど

の
歌
に
よ
る
奈
良
紹
介
も
あ
る
。
外
国
人
に
対
す
る
名
所
案
内
書

に
は
、
三
十
九
年

に
33
た
牧
浦
IIHS蔵

S

『Q
u
estion
s
a
n
d

A
n
sw
er°。
ゆ
げ
○
暮

Z
胃
餌
』

(鳧
黻
翻
際
)

や
、
大
正
九
年

(
一九
二〇)
に
県
知
事
官
房
が
出
し
た

『G
u
id
e
to
N
a
ra
an
d
its

V
icin
ity

な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
名
所
案
内
図
も
い
く

つ
か
発
行
さ
れ
て
い
る
。
管
見
に
入

っ
た
明
治
期
の

も
の
を
あ
げ
る
と
、
お
よ
そ

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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奈
良
名
所
細
見
図

><奈
良
名
所
絵
図

※奈
良
名
所
実
景
図

筒
井
梅
吉

筒
井
梅
吉

明
治
二
十
二
年

三
十

年

三
十
四
年

奈良名勝旅客便覧(奈良県立奈良図書館蔵)

奈
良
名
所
早
見
図

奈
良
名
所
独
案
内
図

X奈
良
名
所
独
案
内
図

奈
良
名
所
独
案
内
図

　奈
良
名
所
実
景
図

※奈
良
名
勝
旅
客
便
覧

※奈
良
名
勝
全
図

奈
良
明
細
全
図

橋
本
信
吉

筒
井
梅
吉

橋
本
信
吉

筒
井
梅
吉

橋
本
信
吉

明
治
三
十
四
年

三
十
五
年

三
十
五
年

三
十
八
年

三
十
七
年

四
十

年

四
十

一
年

四
十

一
年

(※
印
は
色
刷
り
)

遊
覧
客
が
泊
ま
る
旅
宿
に
つ
い
て
明
治
三
十
二
年

(天
九む

の

『奈
良
繁
昌
記
』
は
、
旅
館

・
旅
人
宿

・
商
人
宿
の
そ

れ
ぞ
れ
に

つ
い
て

「
三
大
家
」
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
旅
館
と
し
て
菩
提
町
の

菊
水
楼
、
池
の
町
の
三
景
楼
、
今
小
路
町
の
対
山
楼
、
旅
人
宿
と
し
て
樽
井
町

の
印
判
屋
と
そ
の
別
館
金
波
楼
、
今
御
門
町
の
う
を
屋
と
釜
屋
、
商
人
宿
と
し

て
橋
本
町
の
俵
屋
、
光
明
院
町
の
綛
嘉
、
薬
師
堂
町
の
亀
井

で
あ
る
。

右

の
う
ち
今
小
路
町
の
対
山
楼

(通
称
角
定
ま

た
は
か
ど
や
)
は
、
政
治
家
や
軍
人
、
学
者

や
文
人

の
宿
と
し
て
有
名
で
、
明
治
期
の
奈
良
を
代
表
す
る
旅
館
で
あ

っ
た
。

対
山
楼

の
名
は
、
山
岡
鉄
舟
の
撰
に
よ
る
と
い
い
、
明
治
二
十
八
年
十
月
下
旬

対

山

楼

と

奈

良

ホ

テ

ル
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齷
灘驪

鑼

融

雷

。
鮒

冲尸

'

藻
受

乾

' ,

鯨

七

鑞
鑾韈

覊讖

鑿灘

蠻
爨灘

韆馨

難覊

覊
塾憲

吊

戀

㎜

糶

轟
灘爨羅

蠶

蠶醐
難雛

叢
灘
灘
鼕

鑞
野

鑽
灘欝

難癒

爨窯

毒

钁覊

鑞
鰄轟骨

竹

鑼韆

一

難蘿

飜磯
腹

織織、

纓招藹≡

、

難
糞灘

灘
韈

螺饕

鑼
〃
琶

℃
野

鱇

蠶灘

離鞭
覊驪

蠶
蠱

鰹
削

峅
.

醇

韆灘
・

灘驪

鼕≡盤
邑

3

澣

鑵

覊

韃

鑼
醗韈

騒鼕

鬣

欝

飜騰

-

…

…

鑒

、
鑼
鑿

靉

籔驥

韈
対山楼 「宿止人名 控帳」

(天理図書館蔵)

奈
良

に
立
ち
寄

っ
た
正
岡
子
規
も
、

こ
こ
に
宿
を
と

っ
て

「鹿
鳴
く
や

小
窓

の
外
は
薄
月
夜
」
「奈
良
の
宿
悲
し
く
鹿
の
鳴

く
夜
哉
」
な
ど
奈

良
五
句
を
残
し
て
い
る
。
「宿
止
人
名
控
帳
」
(天
理
図

書
館
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
伊

藤
博
文

・
大
山
巌

・
山
県
有
朋

・
下
田
歌
子

・
滝
廉
太
郎

・
高
村
光
雲

・

岡
倉
天
心

・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
な
ど
の
ほ
か
、
三
上
参
次

・
伊
東
忠
太

・
天

沼
俊

一
・
黒
板
勝
美

・
三
浦
周
行

・
箕
作
元
八

・
上

田
万
年
ら
著
名
な

学
者

の
名
も
み
え
る
。
吉
野

の
山
林
王
土
倉
庄
三
郎
を
は
じ
め
大
和
の

第二章 奈良市の成立

ゆ

ロつ
す

し

実
業
家
た
ち
も
、
し
ば
し
ば
こ
こ
で
会
合
を
も

っ
た
。
『奈
良
繁
昌
記
』
は
、
「
江
塵
遠
く
、
尤
も
幽
邃
閑
雅
を
極
む
、
京
阪
の
士
人
東

こ
こ

都

の
華
客
、
此
の
地
に
来
り
て
爰
に
宿
せ
ざ
る
者
な
く
、
宿
し
て
而
し
て
賞
せ
ざ
る
者
な
し
」
と
し
て
い
る
。
対
山
楼
に
つ
い
で
有
名

に
な

っ
た
の
が
菊
水
楼
で

(明
治
二
十

二
年
開
業
)、
同
書
に

「楼
閣
宏
壮
建
築
優
雅
、
高
位
高
官
の
貴
人
皆
爰
に
宿
す
」
と
あ
る
。

外
国
か
ら
の
来
遊
者
が
増
え
る
に
つ
れ
、
ホ
テ
ル
の
建
設
が
議

に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
り
、
三
十
八
年
秋
、
奈
良
実
業
協
会
か
ら
奈
良

市

に
そ
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
て
、
具
体
化
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
翌
三
十
九
年
三
月
、
奈
良
市

・
関
西
鉄
道

・
京
都
都
ホ
テ
ル
の
三
者

間

で
洋
式
ホ
テ
ル
建
設
の
た
め
の
覚
書
が
交
換
さ
れ
た
。
「
日
本
漫
遊
外
国
人

ヲ
奈
良
市

二
誘
導
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以

テ
」、
用
地
は
奈
良

市
が
提
供
、
資
金
は
関
西
鉄
道
が
用
意
し
、
経
営
は
都
ホ
テ
ル
の
所
有
者
西
村
仁
兵
衛
が
あ
た
る
と
い
う
内
容

で
あ

っ
た
。
そ
の
後
用

地

は
県
が
肩
代
わ
り
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
西
村
の
希
望
に
よ

っ
て
高
畑
町
の
飛
鳥
山

(大
乗
院

の
跡
地
)
が
選
ば
れ
た

(韓
伽
棟
鰍
衢
驂
雕

乢
致
と
)。
西
村
は
同
年
九
月
、
都
ホ
テ
ル
・
有
馬
ホ
テ
ル

・
五
会
ホ
テ
ル

(伊
勢
山
田
)
な
ど
を
営
業
所
と
す
る
大
日
本
ホ
テ
ル
株
式
会
社
を

設
立
、
奈
良
ホ
テ
ル
の
建
設
に
あ
た

っ
た
。
四
十
年
十
月
、
鉄
道
国
有
法
に
よ

っ
て
関
西
鉄
道
が
政
府
に
買
収
さ
れ
た
の
で
、
建
設
資

金

の
支
弁
は
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
。
建
設
費
総
額
三
五
万
円
、
設
計
は
建
築
学
の
泰
斗
辰
野
金
吾
、
和
洋
折
衷

二
階
建

の
ホ
テ
ル
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奈良 ホテル(創 建当時)

(室
数
六
〇
)
が
落
成
、
四
十
二
年
十
月
十
七
日
に
開
業

の
運
び
と
な

っ
た
。
竣
工
を
目
前

に
控
え
た

七
月
、
大
日
本
ホ
テ
ル
は
、
備
品

・
装
飾
具
の
購
入
費

一
〇
万
円
を
調
達
す
る
た
め
、

「奈
良
ホ

テ
ル
所
在
地
及
県
下

一
円
の
有
志
」

に
対
し
、
八
月
三
十
日
を
期
限
に
株
式

の
募
集
を
し
て
い
る

(西
村
仁
兵
衛
所
有
の
株
式
の
一

と
に
し
て
い
る
。
『奈
良
朝
報
』蟻

諺
煙

、)
。

当

初

奈
良

ホ

テ

ル
は
大

日
本

ホ

テ

ル

の
経

営

だ

っ
た

が

、

大
正
二
年

(
一九
1>>l)
五
月
、
鉄
道
院
の
直
営
と
な
る
。

鉄
道
客
の
増
加
に
と
も
な

っ
て
、
京
街
道
沿
い
の
手
貝
町
や
今
小
路
町
に
か
わ

っ
て
三
条
通
り

が
賑
う
よ
う
に
な
り
、
三
条
駅
前
や
猿
沢
池
畔

に
旅
館
も
ふ
え
て
い

っ
た
。
大

正
四
年

(
一九
一五
)

に
は
、
学
者
や
文
人
、
そ
の
卵
た
ち
の
定
宿
と
し
て
の
ち
に
有
名
に
な
る
名
物
旅
館
、
日
吉
館
の

開
業
も
み
る
。
五
年
の

『
奈
良
市
勢
」

に
よ
れ
ば
、
旅
人
宿
は
兼
業
を
含
め
て
四
九
軒
を
数
え
て

い
る
。
な
お
こ
れ
よ
り
先
二
年
に
は
奈
良
宿
屋
料
理
屋
業
組
合
も
結
成
さ
れ
て
い
る
。
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